
広報 

南あわじ広
報 令

和
6 年 4 月 １ 日 発 行  N o . 2

3 1

だ
か

ら住みたい南あ
わ

じ４

図書館に図書館に
出かけてみよう！出かけてみよう！

関連記事　24 ～ 25 頁関連記事　24 ～ 25 頁
撮影場所　市立図書館撮影場所　市立図書館



市政ひろば市政ひろば市政ひろば

2024.4.1発行３３ ２２

子育ての喜びが見えるまちの実現を目指して
～人を呼び込み・育む「未来の担い手の拡充」～

施政
方針

約
20
年
先
の
高
齢
化
率
に
相
当
し
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
南
あ
わ
じ
市
の
高
齢
者
就
業
率
は
、

約
４
割
と
国
や
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
こ
の
就
業
者
を
支
え
る
側
と
考
え
る
と
、
約

３・２
名
で
１
人
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
と
な
り
、

国
の
平
均
を
上
回
り
ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
の
シ
ニ

ア
は
、
男
女
と
も
に
健
康
寿
命
が
長
く
、
要
介

護
認
定
の
調
整
済
認
定
率
で
は
、国・県
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
、
高
齢
者
等
元

気
活
躍
推
進
事
業
や
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
な
ど

を
通
じ
、
いつ
ま
で
も
支
え
合
う
生
涯
活
躍
社
会

を
構
築
し
、
超
高
齢
社
会
と
い
う
大
き
な
課
題

を
解
決
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

❷
第
二
の
行
動
・
子
育
て
環
境
の
向
上
と

　
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
達
の
健
全
な
成
長
、
社
会
を
支
え
る
人

材
づ
く
り
に
加
え
、
魅
力
的
な
子
育
て
環
境
や
教

育
で
人
を
引
き
つ
け
、
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
、「
子
育
て
の
喜
び
が
見

え
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
学
ぶ
楽
し
さ
日

本
一
を
実
現
す
る
学
校
教
育
の
充
実
と
高
度
化
」

「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
拡
充
や
公
園
整
備
な
ど
、

地
域
の
人
々
に
見
守
ら
れ
過
ご
す
場
の
拡
充
」「
産

婦
健
診
助
成
や
男
性
も
家
事
・
育
児
に
取
り
組

む
職
場
づ
く
り
を
応
援
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
代

へ
の
総
合
的
な
支
援
体
制
」
の
３
つ
の
柱
を
進
化

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

❸
第
三
の
行
動
・
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

　
地
元
産
業
の
活
性
化

　
本
市
の
産
業
の
特
徴
は
、
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ

や
淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
産

品
を
軸
に
強
力
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
誇
る
一
次
産

業
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
豊
か
な
資
源
を

有
す
る
観
光
産
業
、
淡
路
瓦
、
淡
路
手
延
そ
う

め
ん
な
ど
の
地
場
産
業
の
存
在
、
と
い
う
３
点
に

あ
り
ま
す
。
担
い
手
の
確
保
と
い
う
課
題
に
取
り

組
み
つつ
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
機
会
も
活
用
し
、

「
観
光
と
一
次
産
業
の
融
合
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

の
元
、
こ
の
３
点
を
組
み
合
わ
せ
、
美
食
の
街
づ

く
り
や
ガ
イ
ド
養
成
な
ど
、
相
互
に
付
加
価
値

を
高
め
合
い
地
域
全
体
が
発
展
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❹
第
四
の
行
動
・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
現
代
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
や
特
殊

犯
罪
な
ど
、
誰
も
が
、
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
時
代
で
す
。
危
険
や
困
難
な
時
期
に
は
、
地

域
の
人
々
の
協
力
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
共
助
の
精

神
や
強
靭
な
コ
ミュニ
テ
ィ
の
力
が
試
さ
れ
ま
す
。

　
強
力
な
コ
ミュニ
テ
ィ
力
を
基
盤
と
し
た
防
災

訓
練
の
充
実
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
、
完
成
間
近
と

な
っ
た
福
良
港
湾
口
防
波
堤
や
低
地
対
策
、
通

学
路
の
安
全
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
面
の

取
り
組
み
な
ど
、
引
き
続
き
「
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❺
第
五
の
行
動
・「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の

　
実
現
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の
円
滑
な
推
進
の
た

め
、
３
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
一
つ
、
市

民
と
行
政
が
、
対
話
す
る
機
会
確
保
の
た
め
の
、

各
種
団
体
と
の
対
話
な
ど
の
継
続
し
た
取
り
組

み
。
二
つ
、
自
治
会
加
入
促
進
事
業
な
ど
地
域
コ

ミュニ
テ
ィ
力
の
維
持
強
化
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
同
士
が
円
滑
に
意
見
交
換
し
、
協
働
で
き

る
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
。
そ

し
て
三
つ
、
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
市
役
所
職
員
の

育
成
と
組
織
開
発
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
た

め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
組
織
横
断
的
な
情
報
連

携
の
強
化
な
ど
に
よ
る
業
務
改
善
、
働
き
方
改

革
な
ど
、
働
き
や
す
く
・
働
き
甲
斐
が
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
先
頭
に
市
役
所
が
立
て
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
２
月
20
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
２
５
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
守
本
市
長
が
市
政
運
営
の

基
本
方
針
や
主
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
予
算

と
主
要
事
業
の
記
事
は
４
～
７
頁
）

【
時
代
認
識
と
市
政
理
念
】

　
大
き
な
感
染
症
の
時
代
を
経
て
、
社
会
は
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
際
的
安
全
保
障
環
境
の
不
安
定
化
や
、
地
球

環
境
問
題
の
深
刻
化
、
人
工
知
能
の
進
歩
な
ど
、

人
間
の
生
き
方
を
大
き
く
変
え
、
公
平
や
幸
福

を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
時
代
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
就
任
か
ら
７
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
を
強
め
な
が
ら
、
少
子
高
齢
社
会
を
克

服
す
る
た
め
の
五
つ
の
行
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、「
子
育
て
の
喜

び
が
見
え
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
取
り

組
み
を
さ
ら
に
改
善
・
強
化
し
、
市
政
を
前
進

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
五
つ
の
行
動
】

❶
第
一
の
行
動
・
超
高
齢
社
会
の
克
服

　
本
市
の
令
和
４
年
度
末
の
総
人
口
の
約
36
％

は
、
65
歳
以
上
で
、
国
全
体
の
人
口
推
計
で
は
、

安
心
で
安
全
な
場
所
で
あ
る
た
め
に

庁
舎
防
犯
訓
練
を
実
施

　
市
庁
舎
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
う
え
で
拠
点
と
な
る

場
所
で
あ
り
、
市
職
員
の
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
、
南
あ
わ

じ
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
庁

舎
防
犯
訓
練
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
2
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
研

修
に
は
、
窓
口
業
務
を
担
当
す

る
11
人
の
職
員
が
参
加
。
窓
口

で
対
応
し
て
い
た
職
員
が
凶
器

を
突
き
付
け
ら
れ
た
と
の
想
定

で
、
犯
人
の
説
得
・
１
１
０
番

通
報
・
刺
股
を
用
い
た
対
応
・

市
民
の
安
全
確
保
な
ど
一
連
の

模
擬
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
を
受
け
た
職
員
は
、「
緊

張
感
の
あ
る
研
修
で
あ
り
、
訓

練
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
内
容

に
つ
い
て
、
課
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
共
有
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

刺
股
の
使
い
方
に
つ
い
て
教
わ
り
、訓
練

を
行
う
市
職
員

協
定
書
を
交
わ
し
た
南
あ
わ
じ
市
警

察
署
の
中
井
署
長（
左
）と
守
本
市
長

　
市
は
、
南
あ
わ
じ
警
察
署
と

「
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

の
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
南
あ

わ
じ
市
に
お
い
て
も
令
和
５
年
中

の
認
知
件
数
が
５
件
、
被
害
総

額
は
１
３
８
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
協
定

に
よ
り
市
と
南
あ
わ
じ
署
が
連
携

し
、
高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
南
あ
わ
じ
署
は
、
市
内
に
住

む
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
特
殊

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

市
と
南
あ
わ
じ
警
察
署
が
連
携

詐
欺
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
人
を
把
握
し
た
場
合
、

そ
の
人
の
個
人
情
報
な
ど
を
本
人
の

同
意
を
得
た
上
で
市
に
提
供
し
ま

す
。
市
は
、
提
供
を
受
け
た
情
報
に

基
づ
い
て
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
対
象
の
人
が
特
殊

詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
福
祉
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
３
月
15
日
、
市
役
所
で
協
定
の

締
結
式
が
あ
り
、
守
本
市
長
と
中

井
秀
樹
南
あ
わ
じ
警
察
署
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
中
井
署
長

は
、「
こ
の
協
定
を
機
に
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
の
見
守
り
が
一
層
促
進
さ
れ
、

市
内
の
被
害
を
１
件
で
も
防
止
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　特殊詐欺被害に遭わないためには、着信前
自動警告機能等を活用し、犯人からの電話に
出ないことが有効な対策になります。

※機器購入前に申請が必要です

◆対象者
　65歳以上の人がいる世帯
◆対象機器
　次の２つの機能がある固定電話機または固
定電話機に設置する外付け機器

　❶着信前自動警告機能
着信音が鳴る前に相手に「通話を録音し
ます」などの警告メッセージを流す機能

　❷自動録音機能
　　通話内容を自動で録音する機能
◆補助金額（上限）　
　固定電話機１万円
　外付け機器5,000円
◆申請期限　
　令和６年12月13日（金）
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問危機管理課☎43-5203

怪しかりける
“還付金詐欺”
の段

施政方針全文

議会で施政方針を述べる守本市長
気を付け候へ
“架空請求詐欺”

の段

市ホームページ

防犯機能付き電話機等の
購入費用を補助します

淡路人形浄瑠璃による
特殊詐欺撲滅番組
（市公式YouTube）



歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源
（
39
・
3
％
）

　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が
独

自
で
調
達
す
る
お
金

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸
寄
附
金

＝
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
な
ど
❹
諸
収
入
＝
貸
付
金
元

利
収
入
や
預
金
利
子
な
ど
❺
使
用

料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使

用
料
な
ど
❻
そ
の
他
＝
分
担
金
及

び
負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど

◆
依
存
財
源
（
60
・
7
％
）

　
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に
入
っ
て

く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源
の

均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
❷
市
債
＝
事
業
を
す
る

際
に
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
❸

国
庫
・
県
支
出
金
＝
事
業
に
対
す

る
国
・
県
か
ら
の
補
助
❹
地
方
消

費
税
交
付
金
＝
地
方
消
費
税
の

　一　

部
を
財
源
と
し
て
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
❺
地
方
譲
与
税
＝
国

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
律
的
に

譲
与
さ
れ
る
お
金
❻
そ
の
他
＝
地

方
特
例
交
付
金
な
ど
の
交
付
金

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少
子

化
対
策
な
ど
❷
総
務
費
＝

　

一
　

般

事
務
経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど

❸
土
木
費
＝
道
路
や
河
川
・
公
園

の
整
備
・
管
理
な
ど
❹
公
債
費
＝

借
入
金
（
市
の
借
金
）
の
返
済
金

❺
教
育
費
＝
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
整
備
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の

振
興
な
ど
❻
商
工
費
＝
地
域
商
工

業
の
振
興
、
観
光
事
業
の
促
進
な

ど
❼
農
林
水
産
業
費
＝
農
林
水
産

業
の
振
興
、
ほ
場
整
備
、
鳥
獣
被

害
対
策
な
ど
❽
衛
生
費
＝
保
健
衛

生
や
ご
み
処
理
な
ど
❾
消
防
費
＝

防
災
対
策
や
市
消
防
団
に
よ
る
消

防
・
救
急
活
動
な
ど
�
議
会
費
＝

議
会
の
運
営
な
ど
�
そ
の
他
＝
労

働
費
、
諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
、

予
備
費
な
ど

44

◆
歳
出

　
民
生
費
は
、
児
童
手
当
、
出
産
祝
金
の

拡
充
や
障
害
者
福
祉
関
係
扶
助
費
、
生
活

保
護
医
療
扶
助
費
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年

度
よ
り
増
額
の
74
億
７
４
７
７
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
小
中
学
校
施
設
改
修
事

業
費
や
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
費
、
学

ぶ
楽
し
さ
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

費
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

30
億
５
０
２
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備

事
業
費
や
大
阪
・
関
西
万
博
関
連
事
業

費
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
大
幅
増
の

22
億
３
６
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
旧
火
葬
場
解
体
事
業
や
広

域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
費
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
増
額
の
19
億
７
２
７
３
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
入

　
市
税
は
、
個
人
住
民
税
に
お
い
て
給
与
所

得
増
に
よ
る
増
額
を
見
込
む
一
方
、
国
の

定
額
減
税
の
影
響
を
受
け
減
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
法
人
税
に
お
い
て
は
製
造
業
の

好
調
に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固

定
資
産
税
に
お
い
て
は
家
屋
の
評
価
替
え

な
ど
に
よ
り
減
額
を
見
込
み
、
全
体
で
は

56
億
３
４
６
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、

市
税
等
の
収
入
増
が
あ
る
一
方
で
、
代
替

財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
への
振
替
額

が
４
２
７
０
万
円
減
と
な
っ
た
こ
と
や
人
件

費
等
の
需
要
額
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

増
額
と
な
り
、
84
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
灘
黒
岩
水
仙
郷
リ
ニュ
ー
ア

ル
事
業
や
治
水
総
合
対
策
事
業
の
減
な

ど
が
あ
る
一
方
で
、
大
鳴
門
橋
周
辺
環

境
整
備
事
業
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業
、
排
水
対
策
事
業
、
小
学
校
音

楽
室
等
空
調
設
置
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り

31
億
３
３
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
政
策
の
柱
で
あ
る
「
五

つ
の
行
動
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

更
に
改
善
・
強
化
し
、「
担
い
手
確
保
と
移

住
・
定
住
施
策
の
一
体
的
な
推
進
」、「
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
し
た
観
光
振

興
」、「
地
域
社
会
と
つ
く
る
魅
力
あ
る
子

育
て
環
境
」
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
予
算
を

重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
重
点
化
と
継

続
性
に
配
慮
し
つつ
、
人
を
呼
び
込
み
・
育

む
「
未
来
の
担
い
手
拡
充
予
算
」
と
し
た

予
算
編
成
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
額
は

３
１
０
億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令和６年度一般会計予算　　　 310 億 3,000 万円

歳入 310 億 3,000 万円歳出 310 億 3,000 万円

市税市税
56 億 3,461 万円56 億 3,461 万円

（18.2％）（18.2％）

県支出金
19 億 1,709 万円

（6.2％）

地方消費税交付金
10 億 5,000 万円

（3.4％）

地方譲与税　2 億 4,050 万円（0.8％）

寄附金　23 億 1,200 万円（7.5％）

諸収入　7 億 2,130 万円（2.3％）

繰入金　28 億 680 万円（9.1％）

使用料及び手数料　4 億 6,730 万円（1.4％）

民生費民生費
74 億 7,477 万円74 億 7,477 万円

（24.1％）（24.1％）

教育費教育費
30 億 5,024 万円30 億 5,024 万円

（9.8％）（9.8％）

総務費総務費
39 億 5,843 万円39 億 5,843 万円

（12.8％）（12.8％）

土木費土木費
32 億 3,736 万円32 億 3,736 万円

（10.5％）（10.5％）

商工費商工費
22 億 369 万円22 億 369 万円

（7.1％）（7.1％）

公債費公債費
31 億 7,826 万円31 億 7,826 万円

（10.2％）（10.2％）

農林水産業費農林水産業費
21 億 8,434 万円21 億 8,434 万円

（7.0％）（7.0％）

衛生費
19 億 7,273 万円

（6.4％）

議会費　１億9,725万円（0.6％）

消防費　10 億 7,340 万円（3.5％）

その他　24 億 9,953 万円（8.0％）

問財務課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

令和６年度予算の
詳しい内容につい
て は 上 記 二 次 元
コードからご覧く
ださい。

その他　２億 4,307 万円（0.8％）

・分担金及び負担金 1 億 3,909 万円
・財産収入 1 億 398 万円

その他　4 億 6,850 万円（1.5％）

・地方特例交付金 2 億 1,700 万円
・法人事業税交付金 8,900 万円　など

項　目 予算額 前年度比
国民健康保険 63 億 8,755 万円 +2.4％
後期高齢者

医療 8 億 9,304 万円 +10.2％

介護保険 50 億 3,190 万円 +0.2％

土地開発 365 万円 -0.1％
産業廃棄物
最終処分 7,849 万円 -1.2％

国民宿舎 2,327 万円 +5.1％

下水道 59 億 6,273 万円 +2.7％

財産区４会計 1,717 万円 +2.3％

合　計 183 億 9,780 万円 +2.2％

特別・企業会計

  基金（貯金）残高の見込み
令和６年度末 市民1人当たり

一般会計 128億6,999万円 29万600円

特別会計 19億4,839万円 4万4,000円

合　計 148億1,838万円 33万4,600円

  市債（借金）残高の見込み
令和６年度末 市民1人当たり

一般会計 331億8,790万円 74万9,500円

特別会計 9,157万円 2,000円

企業会計 250億1,602万円 56万5,000円

合　計 582億9,549万円 131万6,500円

※市民 1 人当たりの額は、令和６年 2 月末住民基本台
帳人口 44,280 人で算出

一般会計歳出（性質別）
項　目 予算額 構成比
人件費 50 億 4,729 万円 16.3％

物件費 50 億 1,748 万円 16.2％

補助費等 49 億 5,274 万円 16.0％
普通建設
事業費 46 億 9,091 万円 15.1％

扶助費 32 億 8,501 万円 10.6％

公債費 31 億 7,826 万円 10.2％

繰出金 21 億 9,337 万円 7.1％

その他（注） 26 億 6,494 万円 8.5％

合　計 310 億 3,000 万円 100.0％
（注）維持補修費、予備費、積立金、投資・出資・貸付金

国庫支出金国庫支出金
26 億 8,563 万円26 億 8,563 万円

（8.6％）（8.6％）

地方交付税地方交付税
93 億 5,000 万円93 億 5,000 万円

（30.1％）（30.1％）

市債市債
31 億 3,320 万円31 億 3,320 万円

（10.1％）（10.1％） 依存財源
（60.7％）

自主財源
（39.3％）



※写真付で事業概要をわかりやす
く説明した「事業概要説明書」
を市ホームページ
に掲載しています。
二次元コードから
ご覧ください
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令和６年度 主要事業
～子育ての喜びが見えるまちづくり～

◆は新規事業令和６年度主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～

❶ 超高齢社会の克服
高齢者等元気活躍推進事業　　　　　　740 万円

　「おもいやりポイント制度」「働くシニア応援プロ
ジェクト」「生涯現役カレッジ」「シニアの生活活躍
総合相談窓口」を実施し、高齢者等が地域社会を支
える側に立ち続ける生涯活躍社会をめざします。

◆フレイル予防事業　　　　　　　　1,681 万円

　難聴によるフレイルや認知症のリスクを低減する
ため、高齢者の補聴器購入費用の一部を助成します。
また、高齢者の口腔機能低下予防訪問などオーラル
フレイルリスク予防事業を行います。
継続事業

　町ぐるみ健診事業、老人福祉サービスなど

❹ 安全・安心のまちづくり
◆防災資機材配備事業　　　　　　   1,320 万円

　大規模災害への備えとして、避難所等にポータブ
ルバッテリーや、マンホールトイレ用の簡易水洗便
座を配備します。

道路・河川の環境改善事業　　  9 億 1,780 万円

　老朽化した危険な市道や河川などの公共インフラ
改修や、市民、地域と行政との共同作業による除草、
側溝清掃等の維持管理を行います。
継続事業

　排水対策事業、消防団活動の充実など

❺ 「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり
地域の担い手づくり事業　　　　　　   400 万円

　地域を支える新たな担い手が、幅広い世代の地域
活動への参画を促進するために行う取り組みに対し
て補助を行います。

シティプロモーション推進事業　　　1,910 万円

　市民への市役所情報の発信力強化、市の認知度拡
大、ブランド力強化に向けた情報発信方法の開発に
取り組みます。
継続事業

　地域づくりチャレンジ事業、自治会加入促進事業など

◆平日一時預かり・休日保育事業　　　750 万円

　多様なライフスタイルを応援し、仕事と家庭の両
立を支援するため、平日の一時預かりや休日保育を
試行的に実施します。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実
小中学校施設営繕事業　　　　　2 億 8,660 万円

　学習環境改善のため小学校の音楽室空調設置
工事、トイレ洋式化工事、防水工事等を行います。

継続事業

　公園整備事業、出産祝金の拡充など

❸ 地域の資源を活かした地元産業の活性化
空家活用推進事業　　　　　　　　　　　5,792 万円

　市内の空家の掘り起こしや空家バンクへの登録を
強化するとともに、新たに空家の社宅用改修や空家
を借り上げて移住者に転貸するサブリースへの支援
を開始します。

継続事業

　大鳴門橋周辺環境整備事業など

◆大阪・関西万博関連誘客促進事業　6,083 万円

　大阪・関西万博に向けインバウンド受入環境整備や本
市への誘客に繋がる魅力あるコンテンツを整備します。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実

❸ 地域の資源を活かした
　 地元産業の活性化

❺ 「対話と行動の行政」の
　 実現によるまちづくり❹ 安全・安心のまちづくり

「五つの行動」

　「子育ての喜びが見えるまち」の実現を目指し、政策の柱であ
る「五つの行動」のそれぞれの柱に新たな要素を加えた事業を展
開していきます。その中でも「担い手確保と移住・定住施策の一
体的な推進」「大阪・関西万博を契機にした観光振興」「地域社会
とつくる魅力ある子育て環境」に重点的に取り組みます。

令和６年度重点事業
Ⅰ．担い手確保と移住・定住施策の一体的な推進　３億 440 万円
　＜担い手確保と若者支援＞　
　　奨学金等返済支援事業、介護・看護人材確保対策事業など
　＜移住定住支援＞　
　　マイホーム取得事業、移住支援事業、多世代同居・近居支援事業など
　＜住宅確保のための空家活用と住環境調査＞　
   　空家確保支援事業、空家活用支援事業、空家再生支援事業など
Ⅱ．大阪・関西万博を契機にした観光振興　26 億 5,078 万円
　＜広域的な観光振興＞　
　　大阪・関西万博関連誘客促進事業、徳島空港線バス実証運行事業など
　＜受入体制の強化＞　
　　インバウンド受入環境整備事業、大鳴門橋周辺環境整備事業など
　＜インフラ環境整備＞　
　　道路橋梁維持事業、道路新設改良事業、河川維持事業など
Ⅲ．地域社会とつくる魅力ある子育て環境　５億 4,317 万円
　＜安心できる出産・子育て環境＞　
　　出産祝金の支給、平日一時預かり事業など
　＜魅力的な学びの場＞　
　　学ぶ楽しさ支援センター運営事業、沼島地域教育環境改善事業など
　＜通学路の安全・安心＞　
　　通学路の安全確保、交通安全施設等の充実など

❶ 超高齢社会の克服
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住宅・建物土砂災害対策事業
　土砂災害特別警戒区域内にある住宅の移転を助
成します。まずは、兵庫県土砂災害ハザードマッ
プで確認してください。
▶建物の除却補助
　上限133万 3千円
▶住宅の建設および購入
　上限621万円
　合計754万 3千円を上限に助成

　　最大震度７を記録した最大震度７を記録した令和６年能登半島地震では、広範囲に令和６年能登半島地震では、広範囲に
わたって多くの建物が倒壊するなど、大きな被害が発生していわたって多くの建物が倒壊するなど、大きな被害が発生してい
ます。地域の集会所などが自主避難所として開設され、多くのます。地域の集会所などが自主避難所として開設され、多くの
人が避難しました。人が避難しました。
　能登半島地震を「我がこと」と捉え、近い将来必ず発生する　能登半島地震を「我がこと」と捉え、近い将来必ず発生する
と言われている南海トラフ巨大地震へ備えましょう。と言われている南海トラフ巨大地震へ備えましょう。

　市では、住宅の耐震化および老朽危険空家の除却を促進し、地震　市では、住宅の耐震化および老朽危険空家の除却を促進し、地震
による住宅の倒壊から市民の生命を守るため、簡易耐震診断、住宅による住宅の倒壊から市民の生命を守るため、簡易耐震診断、住宅
耐震化促進事業、老朽危険空家除却支援事業および住宅・建物土耐震化促進事業、老朽危険空家除却支援事業および住宅・建物土
砂災害対策事業を行っています。砂災害対策事業を行っています。

共通の申請要件など

・市税を滞納していないこと。
・工事着手（契約）後の補助金申請はできません。
・各事業は、補助金交付決定後、年度内（3/31
まで）完了が必須です。
※このほかにも条件がありますので、詳しくは都市
政策課（☎43-5227）にお問合せください

災害時協力井戸を募集しています災害時協力井戸を募集しています
　市民の方や事業所が所有されている井戸の水を災害時の生活用水（清掃用・トイレ用・洗濯用等の水）として利　市民の方や事業所が所有されている井戸の水を災害時の生活用水（清掃用・トイレ用・洗濯用等の水）として利
用させていただく「災害時協力井戸登録制度」があります。登録にご協力をお願いします。用させていただく「災害時協力井戸登録制度」があります。登録にご協力をお願いします。
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災害に備えましょう災害に備えましょう

災害に備えましょう。あなたの家は大丈夫 !?
市の補助制度を使って地震対策を！ 問危機管理課☎43-5203問危機管理課☎43-5203

住まいの耐震化
　対象となる住宅は、昭和56年５月31日以前に建設された住宅です。　対象となる住宅は、昭和56年５月31日以前に建設された住宅です。

所
有
者

①住宅耐震化計画策定
補助 2/3 上限 20万円
建築士による診断・設計

住宅耐震化改修工事等の実施簡
易
耐
震
診
断
（
無
料
）

安
全
で
な
い
と
判
断

②住宅耐震化補助（4/5 上限 100万円）

③部分型耐震化補助（4/5上限50万円）
④住宅建替補助（4/5 上限 100万円）
⑤防災ベッド設置助成（定額 25万円）

▶補助対象住宅　現在居住されていること▶補助対象住宅　現在居住されていること
▶補助を受けられる人　対象住宅の所有者が南あわじ市民であり、所得が1,200万円以下であること。▶補助を受けられる人　対象住宅の所有者が南あわじ市民であり、所得が1,200万円以下であること。

市ホームページ

振動実験結果
出典：国立研究開発法人防災科学技術研究所

兵庫県土砂災害
ハザードマップ

危険空家の解体（老朽危険空家除却支援事業）
　老朽化による危険度が高い空家（住宅）の除却費用の一部を補助します。　老朽化による危険度が高い空家（住宅）の除却費用の一部を補助します。

市
役
所

助
言 所

有
者

（
無
料
）

不
良
度
判
定

認定 除却申請 除却　補助 2/3
上限 133万 2千円

指
導 不認定 適切な管理を！ 空き家バンク登録へ！

▶補助対象住宅　個人所有であること。（法人等の所有は不可）▶補助対象住宅　個人所有であること。（法人等の所有は不可）
▶補助を受けられる人　空家の所有者もしくは法定相続人▶補助を受けられる人　空家の所有者もしくは法定相続人

空家バンク
ホームページ

市ホームページ

避避難行動を確認難行動を確認
　自宅のまわりの災害リスクをハ　自宅のまわりの災害リスクをハ
ザードマップで確認し、危険性のあザードマップで確認し、危険性のあ
る区域や避難場所、避難経路、避難る区域や避難場所、避難経路、避難
するタイミングをあらかじめ確認しするタイミングをあらかじめ確認し
ておきましょう。ておきましょう。

自自主防災組織で備蓄主防災組織で備蓄
　自主防災組織育成事業補助金を活　自主防災組織育成事業補助金を活
用し、飲料水・食料等、地域の集会用し、飲料水・食料等、地域の集会
所などでも備蓄をすすめましょう。所などでも備蓄をすすめましょう。

※自主防災組織育成事業補助金額※自主防災組織育成事業補助金額
　＝対象額×80%　＝対象額×80%
　（上限額あり、千円未満切捨て）　（上限額あり、千円未満切捨て）

非非常用持出袋を準備常用持出袋を準備
　避難に必要なものを持ち出しやす　避難に必要なものを持ち出しやす
い場所に置いておき、定期的に点検・い場所に置いておき、定期的に点検・
入れ替えをしましょう。入れ替えをしましょう。
持出品（例）持出品（例）
　飲料水、食料、懐中電灯、貴重品、薬、　飲料水、食料、懐中電灯、貴重品、薬、
応急用品、カイロ、携帯ラジオ、マスク、応急用品、カイロ、携帯ラジオ、マスク、
消毒液、洗面用具、筆記具、スリッパ、消毒液、洗面用具、筆記具、スリッパ、
軍手、ティッシュ、下着、雨具、携帯軍手、ティッシュ、下着、雨具、携帯
トイレ、連絡先のメモ、その他家族トイレ、連絡先のメモ、その他家族
に必要な物を入れておく。に必要な物を入れておく。

自自宅で備蓄宅で備蓄
　支援物資はすぐには届きません。　支援物資はすぐには届きません。
家族の人数分の水や食料など最低３家族の人数分の水や食料など最低３
日分、出来れば１週間分を備蓄しま日分、出来れば１週間分を備蓄しま
しょう。しょう。
・・普段食べている食品を多めにス普段食べている食品を多めにス
トックトック
・・飲料水（１人１日３リットル）飲料水（１人１日３リットル）
・・携帯トイレ（１人１日６回分）携帯トイレ（１人１日６回分）

家家具等を固定具等を固定
　タンスやテレビ、冷蔵庫等の大型　タンスやテレビ、冷蔵庫等の大型
家具を固定しましょう。家具を固定しましょう。
・・居間と寝室に背の高い家具はでき居間と寝室に背の高い家具はでき
るだけ置かない。るだけ置かない。
・・家具の向きを人やドアに倒れない家具の向きを人やドアに倒れない
方向に変える。方向に変える。
・・窓ガラスや家具のガラス部分にフ窓ガラスや家具のガラス部分にフ
イルムを貼る。イルムを貼る。

火火災対策災対策
　通電火災防止のため避難するとき　通電火災防止のため避難するとき
はブレーカーを切りましょう。はブレーカーを切りましょう。
・・消火器を設置し、使用方法を確認消火器を設置し、使用方法を確認
しておく。しておく。
・・感震ブレーカーを設置感震ブレーカーを設置

家家族で話し合い族で話し合い
　災害時の連絡方法、避難場所、頼　災害時の連絡方法、避難場所、頼
る親戚知人、ペットの対応などを話る親戚知人、ペットの対応などを話
し合っておきましょう。し合っておきましょう。

地地域や家族で防災訓練域や家族で防災訓練
　地域の防災訓練に参加したり、家　地域の防災訓練に参加したり、家
族で避難路などを歩いたりしてみま族で避難路などを歩いたりしてみま
しょう。しょう。

防防災出前講座災出前講座
　危機管理課では地域の防災出前講　危機管理課では地域の防災出前講
座に職員を派遣しています。座に職員を派遣しています。
　詳しくはお問い合わせください。　詳しくはお問い合わせください。

南あわじ市
ハザードマップ

石
川
県
珠
洲
市
で
活
躍

中
の
南
あ
わ
じ
市
の
ト

イ
レ
カ
ー
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前
納
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
現
金
納
付
に
よ
る
２
年
前
納
は

年
金
事
務
所
へ
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
支
払
期
限
が
４
月
30
日
で

す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
３
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

の
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
前
納
に
つ
い
て
、
年
度

の
途
中
か
ら
ま
と
め
て
振
替
（
立

替
）で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
６
カ
月
前
納
を
選
択

し
た
人
で
初
回
振
替
日
が
５
月
末

か
ら
９
月
末
と
な
る
場
合
は
、
最

初
の
10
月
末
に
初
め
て
６
カ
月
分

ま
と
め
て
（
前
納
）
の
振
替
（
立

替
）
と
な
り
ま
す
。　

納
付
方
法
に
つ
い
て

　

６
カ
月
分
（
４
月
～
９
月
）、

１
年
度
分
、
２
年
度
分
の
現
金

前
納
の
支
払
期
限
は
４
月
30
日
で

す
。
６
カ
月
分
（
10
月
～
翌
年
３

月
）
の
現
金
前
納
の
支
払
期
限
は

10
月
31
日
で
す
。
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
、
前
納
用
の
納
付
書
に
て
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
保
険

料
額
が
30
万
円
を
超
え
る
納
付
書

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は

お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

国民
年金

第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

１
万
６
９
８
０
円

　
国
民
年
金
保
険
料
額
の
変
更
に

伴
い
前
納
の
保
険
料
額
も
変
わ
り

ま
す
。

令
和
６
年
度

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

し
、宣
誓
の
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
宣
誓

予
約
し
た
宣
誓
の
日
時
に
お
二

人
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
宣
誓
書
受
領
証
の
交
付

宣
誓
書
受
領
証
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
等
の
利
用
時
に
活
用
い
た
だ

け
ま
す
。

※
そ
の
他
、宣
誓
手
続
き
に
必
要

な
書
類
や
、宣
誓
に
よ
り
利
用

で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ

い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

多様性
　

市
で
は
、性
的
指
向
お
よ
び
性

自
認
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
人
権
を

尊
重
さ
れ
、自
己
実
現
を
図
り
、自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、４
月
１
日
か
ら「
南
あ
わ
じ
市

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」を

導
入
し
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
二

人
が
互
い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
届
け
出
し
た
こ
と
を
市
が

証
明
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

・
満
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、市

内
へ
の
転
入
を
予
定
し
て
い
る

こ
と

・
配
偶
者（
事
実
婚
を
含
む
）が
い

な
い
こ
と

・
相
手
方
以
外
の
者
と
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
関
係
に
な
い
こ
と

・
双
方
が
近
親
者
で
な
い
こ
と

手
続
き
の
流
れ

①
事
前
審
査
・
予
約

宣
誓
を
希
望
す
る
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
が
始
ま
り
ま
す

給付金
一定の所得層世帯対象

給付金を支給します

市ホームページ

令和６年度国民年金保険料
納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 2年分
月々の

現金払い 16,980円 101,880円 203,760円 ※413,880円

前　
納

現金・
クレジット － 101,050円 200,140円 398,590円

口座振替 16,920円
（早割） 100,720円 199,490円 397,290円

項目 生活応援給付金 均等割のみ課税世帯
支援給付金

支給対象と
なる世帯

　基準日（令和５年12月１日）に、南あわじ
市の住民基本台帳に記録されている人で、次の
要件をすべて満たす世帯
❶世帯の令和５年度市民税所得割額の合計が

97,000円未満であること（非課税世帯、生
活保護世帯等を除く）

❷非課税世帯に対する給付金、均等割のみ課税
世帯支援給付金の支給を受けていない、また
はこれらの給付金を受けた者を含む世帯では
ないこと

　基準日（令和５年12月１日）に、南あわじ
市の住民基本台帳に記録されている人で、次の
要件をすべて満たす世帯
❶世帯の全員が、令和５年度市民税が課税され

ている者（親族等）に扶養されている世帯で
はないこと

❷世帯に令和５年度市民税所得割が課されてい
ないこと

❸非課税世帯に対する給付金の支給を受けてい
ない、または受けた者を含む世帯ではないこ
と

支給額 １世帯２万円 １世帯10万円

申請方法

　対象と思われる世帯には、市から３月中旬に
申請書を送付しています。内容を確認して、同
封の返信用封筒で返送してください。
　市役所本館１階福祉課窓口、各市民交流セン
ターでも受付しています。
※市民交流センターでは預かりのみとなり、記

載内容や添付書類等の確認は出来ませんので
ご了承ください

　対象と思わる世帯には、市から２月中旬に確
認書を送付しています。内容を確認して、同封
の返信用封筒で返送してください。
　市役所本館１階福祉課窓口、各市民交流セン
ターでも受付しています。
※市民交流センターでは預かりのみとなり、記

載内容や添付書類等の確認は出来ませんので
ご了承ください

注意事項

　世帯の中に令和５年１月２日以降に南あわじ
市へ転入した人が含まれる場合は、該当する人
の課税証明書の添付が必要です。
　令和５年１月１日に住民票のあった市町村で
課税証明書の交付を受けてください。
※高校生以下は不要

ー

申請期限 ５月15日（水） ５月15日（水）

※令和７年度の保険料を 17,510 円で算出（16,980 円× 12 月＋ 17,510 円× 12 月＝ 413,880 円）

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
５
月
23
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
４
月
23
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43・５
２
１
２

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、一定の所得層世帯に対して、給付金を支給します。
　対象と思われる世帯には案内を送付しています。

問給付金コールセンター☎ 43-5170

▶ マイナンバーカード出張申請受付中
　身体的な理由などで市役所まで行くのが難しい人を対象に、平
日に職員がご自宅などを訪問し、マイナンバーカードの申請をサ
ポートする個別訪問の予約を受け付けています。入院・入所中の
人は、病院や施設と調整の上、市内に限り訪問することも可能です。
※完全予約制
※ご希望の日時に沿えない場合もあります
問総合窓口センター☎43-5212
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地
域
づ
く
り
事
業

※
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
同
意
を

得
た
事
業
が
要
件
と
な
り
ま
す

補
助
支
援

　
事
業
実
施
に
係
る
費
用
に
対
し

て
１
事
業
当
た
り
上
限
20
万
円
を

補
助
し
ま
す
。

※
制
度
概
要
や
応
募
書
類
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
応
募
前
に
必
ず
事
前
相
談
を
行

っ
て
く
だ
さ
い

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

地域
　

市
内
の
若
者
・
青
年
層（
40
歳

代
以
下
）が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
地
域
づ
く
り
事
業
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ

　
40
歳
代
以
下
の
市
内
在
住
者
３

人
以
上
が
主
体
と
な
っ
た
グ
ル
ー

プ（
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
新

た
に
設
立
す
る
グ
ル
ー
プ
も
可
）

対
象
と
な
る
事
業
例

　
納
涼
祭
、音
楽
祭
、子
育
て
イ
ベ

ン
ト
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

市
内
40
歳
代
以
下
の
グ
ル
ー
プ
を
募
集

地
域
の
担
い
手
づ
く
り
事
業

市ホームページ

公売
　

税
収
確
保
の
た
め
、
滞
納
処

分
を
行
っ
た
不
動
産
を
公
売
し
ま

す
。
詳
し
く
は
市
役
所
掲
示
板
の

公
売
公
告
兼
見
積
価
額
公
告
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件

　
下
表
の
と
お
り

公
売
場
所

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｋ
Ｓ
Ｉ

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

※
市
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
公
売
物
件
４
～
６
の
参
加
申
し

込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
農

地
買
受
適
格
証
明
書
」
を
５
月

７
日（
火
）ま
で
に
農
業
委
員
会

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

他
の
必
要
書
類
等
は
、
事
前
に

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

番号 所在地 地目 地積 見積価額
（最低公売価額）

公売
保証金 参加申込 入札

1 市小井字北ノ川 214 番 1 雑種地 90 ㎡ 68 万円 7 万円
4 月16 日（火）午
後 1時～ 5 月7 日
(火) 午後 11時

5 月14 日（火）午
後 1時～ 5 月 21
日(火) 午後 1時

2 市小井字北ノ川 214 番 3 雑種地 174 ㎡ 153 万円 16 万円

3 松帆古津路字西原
602 番 1・625 番 2 雑種地 2 筆の計

486 ㎡ 112 万円 12 万円

4 榎列松田字土井 259 番 田 1,188 ㎡ 40 万円 4 万円 5 月 31日（金）午
後 1時～ 6 月17
日（月）午後 11時

6 月 24 日（月）午
後 1時～ 7 月1日
（月）午後 1時

5 榎列松田字土井 262 番 1 田 669 ㎡ 21 万円 3 万円
6 榎列松田字内戸 413 番 田 1,089 ㎡ 38 万円 4 万円

手
続
き

　

対
象
者
❶
の
う
ち
、申
請
不
要

の
人
に
は
３
月
中
旬
に
支
給
済
み

で
す
。申
請
が
必
要
な
人（
新
生
児

の
養
育
者
、児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
な
ど
）

に
は
申
請
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、対
象
で
あ
る
の
に
申
請

案
内
が
届
い
て
い
な
い
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。手
続
き
が
ま
だ
の

人
は
お
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
請
期
限　
６
月
28
日（
金
）

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

給付金
　
電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
等
の
価
格

高
騰
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
た
め
、

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。ま

だ
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
が
必
要
な
人

❶
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
を

養
育
す
る
人

※
令
和
５
年
11
月
30
日
時
点
で
児

童
ま
た
は
養
育
者
が
南
あ
わ
じ

市
民
で
あ
れ
ば
対
象

※
令
和
６
年
１
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
新
生
児（
出
生
時
点
で

新
生
児
ま
た
は
養
育
者
が
南
あ

わ
じ
市
民
）も
対
象

❷
令
和
６
年
１
月
31
日
時
点
で
南

あ
わ
じ
市
民
か
つ
妊
婦
で
、令

和
６
年
２
月
29
日
ま
で
に
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

※
令
和
５
年
12
月
分
児
童
扶
養
手

当
受
給
世
帯
お
よ
び
特
別
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
の
場
合
は

世
帯
に
１
万
円
加
算

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
世
帯
等
生
活
応
援
給
付
金

市ホームページ

市ホームページ

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
３
０
３
会
議
室

学
び
支
援「
生
涯
現
役
カ
レ
ッ
ジ
」

　
座
学
、体
験
学
習
、意
見
交
換
を

交
え
た
講
座
で
す
。受
講
後
は
学

び
を
生
か
せ
る
場
の
相
談
が
で
き

ま
す
。

●
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

◆
働
く
シ
ニ
ア
応
援
コ
ー
ス （
全
１
回
）

※
通
年（
個
別
対
応
）

▽
内
容　
自
分
に
合
う
仕
事
の
見

つ
け
方
、 

事
例
紹
介
、履
歴
書

の
書
き
方
、面
接
時
の
立
ち
居

振
る
舞
い
と
身
だ
し
な
み

◆
草
刈
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
コ

ー
ス（
全
３
回
）

▽
日
程
と
内
容　
※
厚
生
労
働
省
通
達

　
「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
教
育
」

　

10
月
７
日（
月
）・
21
日（
月
）草

刈
機
の
作
業
者
安
全
講
習
、10

月
28
日（
月
）実
施
教
習
・
活
動

の
場
の
紹
介

▽
申
込
締
切
日　
４
月
30
日（
火
）

　
ま
す
ま
す
元
気
に
！

　
　
　
　
い
き
い
き
活
躍

問
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
４
４

生涯
活躍

　

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
活
躍
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

就
労
支
援「
働
く
シ
ニ
ア
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
シ
ニ
ア
世
代
の
体
力
や
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
や
す
い

仕
事（
60
歳
以
上
限
定
求
人
）を
官

民
連
携
で
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

求
人
内
容
は
、左
記
の
総
合
相
談

窓
口
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

相
談
支
援「
シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍

総
合
相
談
窓
口
」（
要
予
約
）

●
仕
事
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
情
報
提
供
と
個
別
相
談

▽
日
時　
４
月
26
日（
金
）

　
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

　
１
時
間
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
商
品
券
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。自
分
の
ペ

ー
ス
で
無
理
な
く
活
動
が
続
け
ら

れ
ま
す
。

◆
説
明
会
・
相
談
会

▽
日
時　
４
月
23
日（
火
）

高
齢
者
等
元
気

活
躍
推
進
事
業

市ホームページ
（事業紹介）

市ホームページ
（啓発動画）

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

市職員を募集しています
●市役所職員の募集（令和６年10月採用）
　現在、一般行政職及び建築・土木事務職を募集し
ています。
　申込方法、受験資格、試験など、詳細は
市ホームページをご覧ください。

●令和６年度非常勤職員登録者の募集
　非常勤職員（会計年度任用職員）として働いてい
ただける人の登録を随時募集しています。
　登録方法、職種など、詳細は市ホームページをご
覧ください。
※登録されても直ちに任用ということ
ではありませんのでご注意ください

問総務課☎43-5001



お知らせ

2024.4.1発行1515 1414

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

事業
支援愛犬

の
多
言
語
化
、多
言
語
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
多
言
語
化
な
ど

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
３
分
の

２（
上
限
20
万
円
）

応
募
方
法　
所
定
様
式
の
申
請
書

を
商
工
観
光
課
へ
提
出

応
募
締
切　
９
月
30
日（
月
）

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

　
市
内
観
光
関
連
事
業
者
が
国
外

か
ら
の
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め

に
行
う
機
器
の
整
備
や
広
報
物
の

作
成
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
個
人

対
象
事
業　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
導
入
、翻
訳
機
の
購
入
、多
言

語
看
板
の
設
置
、店
内
メ
ニ
ュ
ー

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環
境

整
備
補
助
金

狂犬病予防注射の日程

市ホームページ

象
経
費
に
１
０
０
分
の
５
を
乗

じ
て
得
た
額
と
20
万
を
比
較
し

て
少
な
い
方
の
額
以
上

❸
環
境
に
配
慮
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
事
業
を
実
施

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の

１（
上
限
２
５
０
万
円
）

応
募
方
法　
所
定
様
式
の
申
請
書

お
よ
び
企
画
書
等
を
商
工
観
光

課
へ
提
出

応
募
締
切　
４
月
26
日（
金
）

決
定
方
法　
申
請
書
類
等
を
審
査

し
た
後
、企
画
書
等
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
り
決
定

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

事業
支援

　
観
光
、産
業
、文
化
の
振
興
を
目

的
に
、本
市
の
魅
力
を
県
内
外
へ

発
信
し
、に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
者　
観
光
協
会
や
観
光
事
業

所
、商
工
会
や
商
工
業
者
、自
治

会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
協
働
し

て
自
主
的
に
事
業
を
行
う
市
内

の
団
体
お
よ
び
事
業
者

対
象
事
業　
県
内
外
か
ら
の
観
光

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と

に
寄
与
し
、次
の
す
べ
て
の
要

件
に
該
当
す
る
者
。

❶
対
象
経
費
が
３
０
０
万
円
以
上

❷
県
内
外
へ
の
広
報
宣
伝
費
が
対

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
補
助
金

市ホームページ

入会説明会のご案内
日時　❶４月 10 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷４月 24 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

急募！！ 中央リサイクルセンター
資源ゴミ等分別作業員募集！！

問環境課☎ 43-5214

　狂犬病予防注射を 4 月に次の日程で実施します。
また、未登録の犬は登録を併せて行います。
　飼い主は生後 91 日以上を経過した飼い犬を登録す
ることと、年 1 回狂犬病予防注射を受けさせること
が狂犬病予防法により、義務づけられています。

※ 最 新 情 報 は 市
ホームページで
ご確認ください

●集合注射の料金
登録済みの犬　注射料金は 3,500 円
登録のない犬　登録・注射料金は 6,500 円
※登録は犬ごとに行います
※登録変更があれば届けてください

地域 日 場所 時間

西
淡

8 日
（月）

慶野コミュニティプラザ 8:30 ～ 9:00
日光寺前 9:20 ～ 9:50
松帆活性化センター 10:10 ～10:40
湊地区公民館 10:10 ～11:40
志知奥公会堂 12:00 ～12:20

9 日
（火）

西淡グラウンド 8:30 ～ 9:40
南あわじ漁協（旧丸山漁協） 9:20 ～10:20
阿那賀地区公民館 10:00 ～10:20
JA 伊加利阿那賀経済センター前 10:40 ～11:10
西淡志知公民館 11:30 ～12:00

地域 日 場所 時間

緑

19 日
（金）

広田地区公民館 8:30 ～ 9:00
山添公会堂 9:20 ～ 9:50
緑老人福祉センター 10:10 ～11:00
中筋公会堂 11:20 ～12:10

22 日
（月）

土井集落センター 8:30 ～ 9:00
神道公会堂 9:20 ～ 9:50
倭文公民館 10:10 ～10:40
安心コミュニティプラザ長田 11:00 ～11:30

市ホームページ

対
象
者　
❶
市
内
に
住
所
を
有
す

る
団
体
❷
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額　
上
限
２
５
０
万
円

　
（
補
助
率
❶
１
０
０
％
❷
50
％
）

事
業
実
施
期
間　
補
助
金
交
付
決

定
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日

※
応
募
方
法
や
要
件
な
ど
、詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
５
１

事業
支援

　

市
内
で
実
施
さ
れ
る「
地
域
づ

く
り
事
業
」や「
創
業
支
援
事
業
」

の
取
組
み
に
対
し
て
、ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の「
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」に
よ
り
調
達

し
た「
寄
附
金
」を
活
用
し
、認
定

を
受
け
た
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

資
料
配
布
期
間　
４
月
４
日（
木
）

～
５
月
10
日（
金
）

募
集
期
間　
４
月
４
日（
木
）～
５

月
17
日（
金
）

対
象
事
業　
❶
地
域
づ
く
り
事
業

❷
創
業
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
創
造
支
援
事
業

日 場所 時間

21日（日）南あわじ市役所前駐車場 9:00 ～12:00

地域 日 場所 時間

三
原

10 日
（水）

旧 JA 榎列倭文出張所前 8:30 ～ 9:00
榎列公民館 9:20 ～10:10
小榎列集落センター 10:30 ～11:10
市地区公民館駐車場 11:30 ～12:10

11 日
（木）

国衙旧国道鎮守神社 8:30 ～ 9:00
神代八幡神社（神稲） 9:20 ～ 9:50
神代地区公民館 10:10 ～10:40
浦壁公会堂 11:00 ～11:30
健康広場駐車場 11:50 ～12:20

12 日
（金）

寺内公会堂 8:30 ～ 9:10
上八木公会堂 9:30 ～10:00
八木地区公民館公園前駐車場 10:20 ～10:40
野原消防屯所前 11:00 ～11:30
市徳長公会堂 11:50 ～12:10

18 日
（木）

学ぶ楽しさ支援センター
（旧三原志知小） 8:30 ～ 9:00

22 日
（月） 掃守公会堂 11:50 ～12:20

地域 日 場所 時間

南
淡

15 日
（月）

阿万体育館 8:30 ～ 9:10
阿万西町海水浴場 9:30 ～10:10
灘いきがい創造センター 10:40 ～11:00
沼島総合センター 12:20 ～12:55
灘地区公民館 14:30 ～15:00

16 日
（火）

阿万地区公民館 8:30 ～ 9:10
稲田荘 9:30 ～ 9:55
大日寺 10:15 ～10:50
北阿万地区公民館 11:10 ～11:40
伊賀野コミュニティセンター 12:00 ～12:30

17 日
（水）

潮美台コミュニティーセンター前 8:30 ～ 9:20
仁尾荘 9:40 ～10:10
波止の浜公園 10:30 ～11:15
福良地区公民館駐車場 11:30 ～12:15

18 日
（木）

賀集八幡神社だんじり置場 9:20 ～10:00
賀集地区公民館駐車場 10:20 ～11:10
生子神社 11:30 ～12:15

スマホからスマホから
「広報南あわじ」を
ご覧いただけます

　行政情報アプリ「マチイロ」を
ダウンロードすることで、スマー
トフォンなどから広報南あわじを
ご覧いただけます。
▶▶料金料金
　　無料（通信費は利用者負担）
問南あわじプロモーション室
　☎43-5201

※「マチイロ」
は㈱マチイ
ロが運営す
るアプリで
すGoogle PlayApp Store
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し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
❷
処

理
機
を
屋
内
に
設
置
す
る
❸
処

理
機
を
適
正
に
維
持
管
理
で
き

る
❹
環
境
課
ま
た
は
沼
島
出
張

所
で
処
理
機
の
受
け
取
り
・
返

却
が
で
き
る
❺
貸
出
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

▽
貸
出
機
器　

・
機
種
名　
家
庭
用
生
ご
み
処
理

機 

リ
サ
イ
ク
ラ
ー

・
型
番　
Ｍ
Ｓ
︲
Ｎ
53
Ｘ
Ｄ

・
メ
ー
カ
ー　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

・
外
寸　
２
６
８
×
３
６
５
×

　
５
５
０
㍉

・
重
量　
12
㌔

▽
申
込
方
法　

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち

の
う
え
、
環
境
課
ま
た
は
沼
島

出
張
所
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先

着
順
で
貸
し
出

し
ま
す
。
電
気
代

は
利
用
者
負
担

と
な
り
ま
す

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

1717 1616

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

•しろあり　•はち
•ゴキブリ　•ムカデ
•ネズミ　　•イタチ
•ハト　　　•コウモリ
•その他害虫☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

ごみ
ご
み
減
量
化
機
器
設
置
補
助
金

　
市
内
の
ご
み
減
量
化
機
器
を
設

置
し
た
家
庭
に
対
し
て
補
助
金
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
象
と
な

る
機
器
は
、ご
み
減
量
容
器（
コ
ン

ポ
ス
ト
）お
よ
び
電
動
式
生
ご
み

処
理
機
で
す
。

　

な
お
、1
世
帯
に
1
基
が
対
象

で
、更
新
は
従
前
の

機
器
を
購
入
後
5

年
以
上
経
過
し
た

場
合
に
限
り
ま
す
。

電
動
生
ご
み
処
理
機
貸
し
出
し

　
ご
希
望
の
人
に
生
ご
み
処
理
機

を
無
料
で
１
カ
月
間
貸
し
出
し
ま

す
。

▽
貸
出
条
件　

　

❶
南
あ
わ
じ
市
に
住
所
を
有

ご
み
の
減
量
を
応
援
し
ま
す

市ホームページ

予
約
専
用
電
話

　

０
１
２
０
・
８
７
６
・
６
０
６

予
約
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午

後
８
時

※
予
約
の
人
が
優
先
で
す

※
５
月
以
降
の
水
曜
日
は
出
張
相

談
に
な
り
ま
す
。日
程
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、折
込
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

スマホ
　

４
月
か
ら
予
約
受
付
電
話
番

号
と
受
付
時
間
が
変
更
に
な
り
ま

す
。お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く

ご
相
談
い
た
だ
く
た
め
、電
話
予

約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
４
月
の
実
施
予
定
は
次
の
通
り

で
す
。

開
設
日
時　
平
日
の
火
曜
日
、水

曜
日
、金
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

令
和
６
年
度
も
ス
マ
ホ
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

貸出する生ごみ
処理機

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます
　福良不動講代表の内海信太朗（覚信）さん
より、１月 6日の寒の入り～２月 3日寒の明
けまでの寒行（各信者宅を托鉢）の浄財の寄
付がありました。市民福祉のために活用させ
ていただきます。

介 護 保 険 料・・・・【１期】
※便利で安全・確実な口座振替が利用できます
※納付が困難な場合は担当課までご相談ください

（問）長寿・保険課 介護保険係☎43-5217

納期限は４月 30 日（火）納期限は４月 30 日（火）
補助金額

機器の種類 補助金額

ごみ減量容器
（コンポスト）

購入金額の 3 ／ 4
上限が 6,000 円

電動式
生ごみ処理機

購入金額の 1／ 2
上限が 30,000 円

市ホームページ

市ホームページ

公民館

「市地区公民館」が移転しました
　４月１日より、市地区公民館が従来の中央公民館に移転し、
これまでの中央公民館の施設名が「市地区公民館」に変更と
なりました。会議室利用の予約・申請は、市地区公民館で受
け付けします。
　旧中央公民館事務所は、生涯学習推進室として、市役所第
2別館第4会議室（南あわじ自家用自動車協会裏）に移転し、
業務（講座等）を行います。
問生涯学習推進室☎43-5038・市地区公民館☎42-5957

公民館からのお知らせ
市役所第２別館 入口

▼

南あわじ市交通安全協会 トイレ 事務所
第
１
別
館

エレ
ベーター

※中から事務所へは
　行けません 南あわじ

自家用
自動車協会階

段 ×
正面
玄関

※正面玄関には入らず、自動
車協会の横を通ってください

生涯学習推進室位置図

る
場
合
は
、ぜ
ひ
県
内
の
宝
く
じ

売
り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

問
財
務
課
☎
43
・
５
２
１
０

宝くじ
活用

　
市
で
は
、市
町
村
振
興
宝
く
じ
の

収
益
金
に
よ
る「
社
会
貢
献
広
報
事

業
」を
活
用
し
、沼
島
タ
ー
ミ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
拡
張
工
事
を

行
い
、よ
り
快
適
に
施
設
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ（
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
等
）

の
収
益
金
は
、県
内
市
町
の
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。収
益
金
は
都
道
府
県
別

の
販
売
実
績
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、宝
く
じ
を
購
入
さ
れ

「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」
収
益
金
を
活
用

沼
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
拡
張拡張された沼島ターミナルセン

ター駐車場

　「ひょうご防災ネット」は兵庫県および兵庫県
内の市・町から「避難に関する情報」などの緊
急情報や、地震、津波、気象警報などの防災に
関するさまざまな情報を利用者に提供するサービ
スです。
　アプリ版とメール版がありますので、ぜひご登
録ください。
問危機管理課☎43-5203

ひょうご防災ネットに
ご登録ください

●アプリ版
それぞれの二次元コー
ドからダウンロードでき
ます Google PlayApp Store

●メール版
二次元コードを読み取って空メールを
送信すると、案内メールが届きます

神代市民交流センター（公民館）業務は仮設事務所へ
　５月上旬（予定）から12月中旬まで公民館改修工事のため、神代市民交流センター（公民館）業務は、場所を仮設事務所

（小学校体育館前駐車場奥側）にて行います。
　また、工事期間中における災害時の拠点避難所は、働く婦人の家（三原健康広場内）に変更します。
　ご理解とご協力のほどお願い申し上げます。
問生涯学習推進室☎43-5038・神代地区公民館☎42-5958
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文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会　

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
よ
り
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
１
回
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

１
時
間
程
度

▽
日
時　

４
月
13
日（
土
）の
午

前
11
時
と
午
後
２
時
～
、24
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午

後
７
時
30
分
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ヨ
ガ
教
室

　
ポ
ー
ズ
を
丁
寧
に
行
い
な
が
ら
、

身
体
と
心
を
整
え
ま
す
。

▽
対
象
者　

中
学
生
以
上

▽
受
講
料　
４
０
０
０
円（
全
８
回
）

▽
定
員　

40
人（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
12
、
19
、
26
日
、

５
月
10
、
17
、
24
日
、
31
日
、

６
月
７
日
の
金
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

▽
持
ち
物　
ヨ
ガ
マッ
ト

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

お
願
い
し
ま
す

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
定
額

減
税
特
設
サ
イ
ト
に
関
連
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い

問
洲
本
税
務
署

　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
24
・
１
５
９
３

特
定
外
来
生
物
「
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」
に
ご
注
意
！

　

南
米
原
産
の
多
年
草
で
あ
る
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
昨
年

南
あ
わ
じ
市
の
河
川
や
用
排
水
路

を
中
心
に
生
育
範
囲
を
拡
大
さ
せ

てい
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
断
片
で
も
再
生
す
る
た

め
、
刈
り
払
い
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡

散
し
、
手
に
負
え
な
い
状
況
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
つ
け

た
と
き
は
、
早
急
に
左
記
の
問
い
合

わ
せ
先へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
兵
庫
県
自
然
鳥
獣
共
生
課

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
３
８
９

　

環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

亡
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、
南
あ

わ
じ
市
交
通
対
策
協
議
会
で
は
対

策
と
し
て
、
自
光
式
反
射
材
の
着

用
を
促
進
す
る
「
南
あ
わ
じ
ホ
タ

ル
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

　
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

事
業
所
か
ら
出
る
古
紙・雑
が

み
を
無
料
で
引
き
取
り
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、事
業
所
か
ら
出

る
古
紙
な
ど
を
中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
て
無
料
で
引
き
取
り
ま
す
。

▽
受
入
日　

　

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
含
む
）

お
よ
び
第
２
日
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時

▽
持
込
可
能
な
も
の　

　

段
ボ
ー
ル
紙
・
新
聞
・
折
込
チ
ラ

シ・
雑
誌
・シ
ュレ
ッ
ダ
ー
紙

※
無
料
引
き
取
り
は
持
込
分
に
限

り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救

護
・
医
療
救
護
活
動
の
た
め
、
活

動
資
金
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
納
入
方
法　

福
祉
課
窓
口
へ
資

金
を
持
参
ま
た
は
指
定
口
座
に

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課

　

☎
43
・
５
２
６
０

県
実
施
フェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　

年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担

で
、す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
で

す
。建
物
被
害
半
壊
以
上
で
再
建

す
る
と
６
０
０
万
円
給
付
し
ま
す
。

他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
で
す
。

▽
日
時　

４
月
９
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◆
実
施
期
間　

　

４
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
）

◆
運
動
の
重
点　

❶
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全

な
横
断
方
法
の
実
践

❷
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

運
転
の
励
行

❸
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

等
利
用
時
の
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

　

兵
庫
県
内
で
は
今
年
に
入
り
、

夜
間
帯
な
ど
の
歩
行
者
の
交
通
死

18181919

　

午
前
10
時
～
、市
役
所
本
館
１
階

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

放
課
後
事
業
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

▽
業
務
内
容　

小
学
生
の
放
課
後

に
お
け
る
創
作
活
動
や
遊
び
の

提
供
・
見
守
り
、
お
や
つ
準
備
、

児
童
出
席
確
認
等
の
支
援

▽
業
務
時
間　

平
日
の
午
後
１
時

～
６
時
の
う
ち
５
時
間
以
内

※
長
期
休
暇
時
は
、
午
前
８
時
～

午
後
６
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

（
応
相
談
）

▽
業
務
場
所　

市
内
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
お
よ
び
学
童
保
育
所

▽
謝
金　

１
時
間
１
０
０
０
円

※
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

の
有
資
格
者
は
、
１
１
０
０
円

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
有
資
格
者
は
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
青
少
年
課
に
提
出

▽
選
考
方
法　

４
月
中
に
面
接
を

実
施
予
定

▽
申
込
締
切　

４
月
19
日（
金
）

※
大
学
生
可
、
週
１
回
か
ら
の
業

務
も
可

問
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　

１
戸
、Ｇ
棟
３
号
、３
Ｄ
Ｋ
（
単

身
不
可
）、
平
成
16
年
度
建
築
。

家
賃
月
額　

２
万
１
４
０
０
円

～
４
万
２
１
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ

き
月
額
２
５
０
０
円
（
屋
根
付

き
５
０
０
０
円
）

▽
福
良
住
宅（
福
良
）

　
１
戸
、３
０
１
号
、３
Ｄ
Ｋ
（
単

身
不
可
）、
平
成
24
年
度
建
築
。

家
賃
月
額　

２
万
６
１
０
０
円

～
５
万
１
３
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ

き
月
額
２
５
０
０
円
（
屋
根
付

き
５
０
０
０
円
）

◇
受
付
期
間　

　

４
月
15
日（
月
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

４
月
25
日（
木
）

令
和
６
年
度
公
民
館
講
座

受
講
生
募
集

▽
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
推
進

室
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
に
提

出
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
不
可
）

▽
申
込
締
切　

４
月
19
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
、
各
地
区
公
民
館
に

あ
る
チ
ラ
シ
（
３
月
下
旬
に
新

聞
折
込
）
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
推
進
室

　

☎
43
・
５
０
３
８

※
４
月
１
日
よ
り
、
市
役
所
第
二
別

館
１
階
（
自
家
用
自
動
車
協
会

の
裏
）
に
事
務
所
を
設
け
ま
す

令
和
６
年
度
高
齢
者
大
学

う
ず
し
お
学
園
受
講
生
募
集

▽
内
容　

一
般
教
養
講
座
（
年
９

回
）、
ク
ラ
ブ
活
動
、
研
修
旅
行

▽
対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住

者
▽
期
間　

５
月
～
翌
年
３
月
の
毎

月
第
３
土
曜
日

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館
（
旧
中

央
公
民
館
）

▽
受
講
料　

年
間
４
０
０
０
円

▽
申
込
先　

市
地
区
公
民
館
（
旧

中
央
公
民
館
）
ま
た
は
生
涯
学

習
推
進
室

▽
申
込
締
切　

４
月
12
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
各
地
区
公
民
館
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
推
進
室

　

☎
43
・
５
０
３
８

※
４
月
１
日
よ
り
、
市
役
所
第
二
別

館
１
階
（
自
家
用
自
動
車
協
会

の
裏
）
に
事
務
所
を
設
け
ま
す

令
和
６
年
度
自
衛
官
の
募
集

▽
募
集
種
目　

❶
幹
部
候
補
生

（
一
般
・
大
卒
程
度
）❷
一
般

曹
候
補
生
❸
自
衛
官
候
補
生

❹
予
備
自
衛
官
補

▽
応
募
資
格　

❶
22
歳
以
上
26
歳

未
満（
大
卒（
見
込
含
）は
20
歳

以
上
22
歳
未
満
の
人
、修
士
課

程
修
了
者
等（
見
込
含
）は
28
歳

未
満
の
人
）❷
❸
18
歳
以
上
33

歳
未
満（
32
歳
の
人
は
、採
用
予

定
月
の
末
日
現
在
、33
歳
に
達

し
て
い
な
い
人
）❹【
一
般
】18

歳
以
上
52
歳
未
満【
技
能
】18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
取

得
者（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限

は
53
歳
未
満
か
ら
55
歳
未
満
の

人
）

▽
受
付
期
間　

❶
４
月
12
日（
金
）

ま
で
❷
５
月
７
日（
火
）ま
で
❸

年
間
を
通
じ
て
受
付
❹
４
月
11

日（
木
）ま
で

※
試
験
日
、申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

☎
24
・
２
４
４
９

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者

（
野
菜
・
果
物
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

　

在
宅
高
齢
者
等
が
緊
急
時
に
ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
広
域
消
防
へ
通

報
で
き
る
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

の
設
置
を
補
助
し
ま
す
。
急
病
な

ど
の
緊
急
事
態
の
際
に
、
迅
速
な

援
護
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
補
助
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、重
度

身
体
障
害
者
の
み
の
世
帯

※
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
は
固
定
の

電
話
回
線
が
必
要
。申
請
の
際

に
は
近
隣
に
住
む
協
力
員（
３

人
以
上
）が
必
要
で
す

▽
費
用
負
担　

所
得
税
非
課
税

世
帯
は
設
置
費
の
自
己
負
担
な

し
。所
得
税
課
税
世
帯
は
設
置

費（
１
万
３
０
０
０
円
＋
税
）は

自
己
負
担
。毎
月
の
機
器
使
用

に
必
要
な
電
気
代
・
電
話
代
は

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

募
　
集

※
振
込
み
の
場
合
は
、事
前
に
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

地
域
づ
く
り
活
動
応
援
事
業

　

地
域
団
体
が
他
団
体
と
協
働
し

て
実
施
す
る
地
域
特
性
を
生
か
し

た
、
先
駆
的
・
モ
デ
ル
的
、
も
し

く
は
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
島
博
等
の
機
運

醸
成
を
図
る
事
業
に
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

30
万
円
以
内

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日（
月
）～

４
月
30
日（
火
）

問
淡
路
県
民
局
交
流
渦
潮
室

　

県
民
・
商
工
労
政
課

　

☎
26
・
２
０
４
６

洲
本
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
分
所
得
税
の
定
額
減

税
に
関
し
て
、
源
泉
徴
収
義
務
者

向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

❶
４
月
19
日（
金
）❷
４

月
23
日（
火
）❸
５
月
15
日（
水
）

❹
５
月
16
日（
木
）

▽
時
間　

❶
❷
❸
午
前
10
時
～
11

時
30
分
と
午
後
２
時
～
３
時

30
分
❹
午
前
９
時
30
分
～
11

時
と
正
午
～
午
後
１
時
30
分

と
午
後
２
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

❶
❷
洲
本
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
❸
湊
地
区
公
民
館
❹

淡
路
市
立
し
づ
か
ホ
ー
ル

※
説
明
会
は
事
前
予
約
制
で
す
。

国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
か
ら
申
し
込
み
を

お
知
ら
せ

ひょうごの環境
ホームページ

国税庁L I N E
公式アカウント

定 額 減 税
特 設 サ イ ト
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税
金
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

近
畿
税
理
士
会
洲
本
支

部
税
理
士
に
よ
る
相
談（
１
人

30
分
）

▽
場
所　

淡
路
納
税
協
会

※
月
２
回
開
催
。詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
下
さ
い

問
淡
路
納
税
協
会

　

☎
22
・
１
３
２
２

司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料
相

談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時　
４
月
17
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
予
約
・
問
合
せ
先　

　

武
田
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
25
・
３
２
３
０

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ

ろ
の
悩
み
や
不
安
、ア
ル
コ
ー
ル

の
問
題
、認
知
症
、ひ
き
こ
も
り

等
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

に
関
す
る
相
談

▽
日
時　

４
月
９
日（
火
）　

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
０

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
相
談（
無
料
）

▽
日
時　

４
月
24
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　

☎
22
・
１
９
７
６

▽
持
ち
物　

土
を
入
れ
た
鉢
（
直

径
30
㌢
）、
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

新
聞
紙
１
日
分

▽
材
料
費　

１
１
０
０
円

▽
定
員　

各
回
15
人

❷
籠
バ
ッ
グ
講
座
（
全
３
回
）

▽
内
容　
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
つ
く

る
普
段
使
い
の
籠
バ
ッ
グ

▽
日
時　

４
月
13
、
20
、
27
日
の

土
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

▽
持
ち
物　

木
工
用
ボ
ン
ド
、

　
ハ
サ
ミ
、
洗
濯
バ
サ
ミ
10
個

▽
材
料
費　

１
８
０
０
円

▽
定
員　

８
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

４
月
９
日（
火
）

※
土
日
の
受
付
可
・
月
曜
日
休
館

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
予
防

ー
淡
路
島
市
民
公
開
講
座
ー

▽
内
容　

高
齢
化
に
伴
い
心
不
全

の
患
者
が
急
増
す
る
「
心
不
全

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
の
危
機
が
せ
ま

っ
て
い
ま
す
。
島
内
医
師
が
「
心

不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
迎
え
た
淡

路
島
に
お
け
る
取
組
」
と
題
し

た
講
演
や
薬
剤
師
・
看
護
師
・

管
理
栄
養
士
を
交
え
て
の
質
疑

応
答
を
行
い
ま
す
。

を
配
布
し
ま
す

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」、「
傾け
い
せ
い城

阿あ

わ波
の

鳴な
る

門と 

順じ
ゅ
ん
れ
い礼

歌う
た

の
段
」バ
ッ
ク
ス
テ

ー
ジ
、人
形
解
説

◆
定
時
公
演　

　

午
前
10
時
、午
前
11
時
10
分
、

　

午
後
１
時
30
分
、午
後
３
時

◆
料
金

　

大
人
１
８
０
０
円
、中
高
生

１
３
０
０
円
、小
学
生
１
０
０
０

円
、幼
児
３
０
０
円

◆
４
月
の
休
館
日　

　

３
日（
水
）、10
日（
水
）、17
日

（
水
）、18
日（
木
）、24
日（
水
）、

25
日（
木
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

　
「
義よ
し
つ
ね経
千せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

本
桜
大だ
い
も
つ
う
ら

物
浦
の
段
」

◆
淡
路
人
形
座
60
周
年
記
念
展

▽
内
容　

淡
路
人
形
座
60
周
年
記

念
展
と
し
て
、若
手
の
座
員
中

心
に
初
め
て
展
示
を
企
画
。淡

路
人
形
座
の
あ
ゆ
み
と「
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
伝
統
芸
能
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

❶
前
期
４
月
８
日（
月
）

か
ら
７
月
22
日（
月
）❷
後
期

７
月
25
日（
木
）か
ら
11
月
４
日

（
月
・
祝
）

※
展
示
入
替
が
あ
り
ま
す

◆
第
32
回
淡
路
人
形
絵
画
展

20202121

選
手
派
遣
補
助
金

　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
選

手
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

地
区
予
選
な
ど
を

経
て
出
場
す
る
全
国
ま
た
は
近

畿
以
上
の
大
会

※
小
学
生
は
県
大
会
も
対
象

▽
対
象
経
費　

交
通
費

※
補
助
額
は
「
南
あ
わ
じ
市
職
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
」
の

例
に
よ
り
算
出
し
た
額
ま
た
は

実
費
額
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
２

分
の
１
。
た
だ
し
団
体
の
場
合
、

そ
の
上
限
は
20
人
で
１
人
当
た

り
の
限
度
額
は
次
の
と
お
り

❶
全
国
大
会　
　

　

１
人
当
た
り
２
万
５
０
０
０
円

❷
近
畿
大
会
他  

　

１
人
当
た
り
１
万
円

問
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
春
の
寄
せ
植
え
講
座

▽
内
容　

季
節
を
楽
し
む
ミ
ニ
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ

▽
日
時　

４
月
20
日（
土
）の
午
後

１
時
30
分
と
午
後
２
時
45
分
～

▽
期
間　

５
月
12
日（
日
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

※
４
月
か
ら
休
館
日
が
水
曜
日
に

変
更
に
な
り
ま
す

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
直
原
玉
青
生
誕
１
２
０
年
　
新

館
蔵
品
展
‐
巡
縁
‐

▽
内
容　

現
代
南
画
の
第
一
人

者
、直
原
玉
青
の
生
誕
１
２
０

年
を
記
念
し
て
、近
年
新
た
に

収
蔵
し
た
作
品
を
お
披
露
目

▽
期
間　

４
月
２
日（
火
）～
６
月

30
日（
日
）ま
で

◆
新
館
蔵
品
展
‐
森
本
栖
鳳
書
遺

作
展
‐

▽
内
容　

昨
年
逝
去
さ
れ
た
湊
地

区
出
身
の
書
家
、森
本
栖
鳳（
本

名
：
森
本
敏
夫
）の
新
館
蔵
品

を
お
披
露
目

▽
期
間　

４
月
２
日（
火
）～
５
月

12
日（
日
）ま
で

▽
日
時　

４
月
27
日（
土
）

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

　
（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館　

文
化
ホ
ー
ル
（
し
ば
え
も
ん
座
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

先
着
２
５
０
人

※
お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

※
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
が
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

淡
路
島
が
い
な
祭

　

改
良
め
だ
か
や
ら
ん
ち
ゅ
う
の

品
評
会
、
め
だ
か
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

め
だ
か
の
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

淡
路
島
の
フ
ー
ド
や
農
家
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
野
菜
販
売
も
あ

り
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
28
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

洲
本
市
民
広
場

※
35
ブ
ー
ス
出
店
予
定

問
淡
路
島
が
い
な
祭
実
行
委
員

（
榎
本
）

　
☎
０
８
０
・
５
３
１
０
・
５
３
８
６

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
開
催

▽
日
程　

４
月
13
日（
土
） 

、14
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
マ
ッ
プ
設
置
場
所　

島
内
市
役

所

▽
市
内
開
催
場
所　

花
時
計
、風

の
通
る
庭
、ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
の
花

壇
、西
一
花
と
緑
、や
ぶ
萬
サ
イ

ド
Ｇａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
、お
う
ち
カ
フ
ェ

メ
リ
ッ
サ
サ
カ
ベ
の
駐
車
場
の

庭
園
、地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
楽
市

楽
座
、里
山
基
地「
里
山
ガ
ー
デ

ン
」、武
田
庭「
壁
面
ア
ー
ト
」と

額
縁
、メ
ル
ヘ
ン
ガ
ー
デ
ン
、Ｓ
ｍ

ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
ガ
ー
デ
ン
、増
田
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
、鷲
見
ガ
ー
デ
ン

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

４
月
14
日（
日
）

▽
内
容　

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
押
し

寿
司
づ
く
り
、
リ
ー
ス
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
座（
４
月
公
演
）

◇
60
周
年
記
念
特
別
公
演　

　
こ
の
島
で　
こ
れ
か
ら
も

▽
内
容　
「
戎
舞
」、「
東
海
道
中

膝ひ
ざ
く
り
げ

栗
毛　

赤あ
か
さ
か
な
み
き

坂
並
木
よ
り
古ふ
る
で
ら寺

の
段
」

▽
日
時　

４
月
27
日（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演

▽
料
金　

無
料

※
先
着
１
５
８
人
限
定
、全
席
自

由
席
。午
後
５
時
よ
り
整
理
券

催
　
し

◆
松
帆
銅
鐸
展
示
室
リ
ニュ
ー
ア
ル

記
念
　
石
器
か
ら
見
え
た
弥
生

時
代
の
淡
路
島

▽
内
容　

淡
路
島
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
様
々
な
石
器
を
展
示

▽
期
間　

４
月
２
日（
火
）～
６
月

30
日（
日
）ま
で

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
２
３
９
回
神
代
天
体
観
測
会

「
こ
と
座
流
星
群
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

４
月
21
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

中
止

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

若
者
就
労
相
談（
要
予
約
）

▼
対
象　

仕
事
に
就
い
て
い
な
い

15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に
悩

み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▼
日
時　

４
月
24
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▼
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　

☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▼
日
時　

４
月
12
日（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
教
育
相
談
窓
口
☎
22・４
１
５
２

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

食
品
表
示
に
関
す
る
相

談
、専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必

要
な
栄
養
指
導
な
ど

▽
日
時　

４
月
８
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
２

市民無料法律相談市民無料法律相談（要予約・先着９人）

◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　9（火）・25日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課 ☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）

◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　20日（土）10:00～13:00
◆申込締切　16日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問都市政策課 ☎43-5227

ハローワーク洲本による巡回相談ハローワーク洲本による巡回相談
◆内容　職業相談および職業紹介
◆対象者　生活保護受給者、児童扶養手
　当受給者、住居確保給付金受給者およ
　び生活困窮者自立支援事業による支援
　を受けている人
◆日時　９日（火）11：00～15：00
◆場所　市役所本館１階
※事前申込が必要、先着３人
問福祉課 ☎43-5216

農地相談農地相談（要予約・先着4人）

◆内容　農地に関する相談 
◆日時　26日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局 ☎43-5236

消費者トラブルの相談消費者トラブルの相談
◆内容　契約などの消費者トラブルの相談
◆日時　平日の9:00～12:00、
　　　　 13：00～16：00（祝日は休業）
◆場所　市役所本館２階
問消費生活センター ☎43-5099

ひとり親家庭相談ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦の相談
◆日時　平日の９:00～17:00
◆相談　家庭児童相談室☎43-5239

家庭児童相談家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:00～17:00
◆相談　家庭児童相談室☎43-5239

４月の無料相談

文
化
・
ま
な
び

相
　
談

お
知
ら
せ

籠バッグ講座

寄せ植え講座
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　３　３月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
日 曜日 受付時間 場所

26 金 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

10 水 14：00 ～ 15：00 中央公民館２階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

28 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

22 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

３ 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）
診察日  9：00 ～11：30

13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

７日（日） 宮 﨑 美 枝 医師 宮 﨑 美 枝 医師

14日（日） 村 野 謙 一 医師 村 野 謙 一 医師

21日（日） 富 本 喜 文 医師 穀 内 純 江 医師

28日（日） 穀 内 勇 夫 医師 齊 藤 雅 文 医師

29日（月） 畑 田 卓 也 医師 畑 田 卓 也 医師

　４　４月の健康カレンダー
● 献血
日 曜日 受付時間 場所
29 月 11：30 ～ 16：00 ショッピングセンター・パルティ

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定、ここ
ろの相談など

16 火  ９：00 ～ 10：30
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● はじめましてパパ＆ママ講座　※要申込
妊婦とその家族を対象とした講座

内容 日 曜日 場所
前期コース（歯科健診など）

20 土 南あわじ市
保健センター後期コース（赤ちゃんのお世話など）

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ５年12月生） 26 金 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ５年11月生） 25 木 子育て学習・

支援センター

育児相談 （Ｒ５年９月生） 23 火

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査 （Ｒ５年６月生） 19 金
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ４年９月生） ２ 火

２歳児育児相談・歯科健診 （Ｒ３年９月生） 10 水

３歳児健康診査 （Ｒ２年11月生） 12 金

就学前５歳児健康診査（Ｈ31年４月生）
（平成31年４月２日～30日生） 15 月

遊びの教室（予約制） ４ 木

発達支援相談（予約制） ４ 木

年に１回、健康チェック 問健康課☎43-5218

  人間ドック受診助成  町ぐるみ健診
◆ 申込締切　４月 12 日（金）
※要申込、日時指定制、締切日以降も申込可
健診内容　
　健康診査（19～39歳）、特定健康診査（40～74歳）、
後期高齢者健康診査、がん検診（肺、胃、大腸、口腔、
前立腺、子宮頸、乳房）、その他検診（結核、骨粗しょ
う症、肝炎、胃ABC、腫瘍マーカー）など

　※乳がん検診は申込不要。対象者には別途通知します
申込みから健診までの流れ
①４月初旬＝各世帯に送られてきた申込書に記入
し、同封の返信用封筒でご返送ください。

※４月12日までネット申し込みを受け付けます。
申請用紙同封の説明用紙に記載の二次元コードを
読み込んでお申込みください

※受診しない人も返送してください
②６月以降＝申込者へ健診受診票等郵送
③６月下旬～９月＝健診

健診日程と健診場所　※日曜日以外
６月＝21～ 26日（湊地区公民館）
７月＝１～９日（福良地区公民館）
　　　15～ 18日（保健センター）
８月＝２～12日（市地区公民館）
９月＝５～７日（市地区公民館）

◆ 受診前に健康課への申込みが必要です
対象者　
　次の❶～❻の要件をすべて満たす人
❶申請時に、継続して１年以上市内に居住している
❷人間ドック受診日の年度末に満40歳以上
❸加入する医療保険に人間ドックの助成制度がない
❹人間ドック受診日と同じ年度の町ぐるみ健診を受
　診しない
❺人間ドックの結果、保健指導が必要となる場合は
　指導を受ける事に同意する
❻本人および同一世帯の人が市税・後期高齢者医療
　保険料・介護保険料を滞納していない

必須検査項目　
　特定健診および肺がん（南あわじ市国民健康保険・
後期高齢者医療保険の加入者のみ）／胃がん・大腸
がん／乳がん・子宮頸がん検診（年度末で偶数年齢
の人のみ）

助成額　
　南あわじ市国民健康保険・後期高齢者医療保険の加
入者１万円、その他の医療保険の加入者5,000円
※年度末で偶数年齢で、乳がん検診受診者は4,500
円加算、子宮頸がん検診受診者は2,500円加算

必要書類　被保険者証（写し）

  高齢者の肺炎球菌予防接種
対象者　
　南あわじ市に居住する65歳の年齢に該当する人。
　対象者には誕生日の翌月に通知します。
※60歳以上65歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸器　　
の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の　

　機能に一定の障害がある人（身体障害者手帳１級お　
　よび同程度の障害）に該当する人は、健康課（☎43-　
5218）へ連絡いただければ予診票を発行します

持参するもの　健康保険証、予診票

自己負担金
　3,000円（医療機関の窓口でお支払ください。
　ただし、生活保護受給者は自己負担なし）
※生活保護受給者は受給証明書を持参（福祉課生活
福祉係（☎43-5216）へ連絡してください）

※過去に同接種を受けたことがない66歳以上の人
も対象となりますので健康課（☎43‐5218）まで
ご連絡ください。



2525 2424
※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示さ
れます。また、録画機で簡
単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジでも番組の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

　問南あわじ
  プロモーション室

☎43-5201

さんさんネットコミュニティチャンネル
４月番組の見どころ

　開館時間／9：30～19：00
　※日曜日・祝日、広田・湊地区公民館図書室の土　
　　曜日は17時まで

みんなの図書館

蔵書検索図書館ホームページ

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 　 撮 っ て お き ☆ 　
毎週月曜日 ８：00 更新
■ 時間　８：00 ～、13：00 ～、20：00 ～

月曜日～金曜日　７：00 更新
■ 時 間　７：00 ～、12：00 ～、16：00 ～、　
　　　    19：00 ～、22：00 ～

イベントのお知らせ
・読書週間イベント　4月23日～５月12日
・ピノキオのおはなし会（市立図書館）
　毎週日曜日　午前10時～
・よみきかせ会（三原分館）　
　毎月第３土曜日　午後３時～
※イベントやお知らせはホームページで随時更新

　イタリアのドブ川で超レ
ア古代船を掘り出し、ギリ
シャで水深60mの沈没船
の記録作業…沈没船を前に
水中考古学者が謎に挑む姿
は、まるでミステリの頭脳戦
で、一気に引き込まれます。

マーラ・ロックリフ／文
ジゼル・ポター／絵

（ＢＬ出版）

　マッシュルーム、キウイ
フルーツ…見たことない食
べ物たちをさいしょに売っ
た人、フリーダ・キャプラン
の物語です。新しいものに
挑戦するのが大好きな人
へ！

山舩 晃太郎 / 著
（新潮文庫）

沈没船博士、海の底沈没船博士、海の底
で歴史の謎を追うで歴史の謎を追う たべてみて !たべてみて !

今月のおすすめ本

第125回市議会定例会一般質問
■放送日　１日（月）～７日（日）
■時　間　８：00 ～、20：00 ～
　　　　　※土曜のみ 13：00 ～も放送

問市立図書館　☎53-0234　市立図書館三原分館　☎43-5037

 休館日が変更になります

利用しやすくなった利用しやすくなった
　図書館にようこそ　図書館にようこそ

８日（月）～14日（日）
・志童10th Anniversary
　和太鼓フェスティバル2024～絆～①
15日（月）～21日（日）
・志童10th Anniversary
　和太鼓フェスティバル2024～絆～②

１日（月）
ゆめるんセンター タッチと遊びの親子サロン
２日（火）
淡路三原高校生による
「総合的な探究の時間」成果発表会
８日（月）
令和６年度 南あわじ市職員辞令交付式
15日（月）
こちら市役所です
～令和６年度新任職員紹介～

問市立図書館 ☎53問市立図書館 ☎53--02340234

　　　４月１日からの変更点
１ 名称が変わります
　「中央公民館図書室」が「南あわじ市立図書館三原分館」に変わります。
　三原分館でも、図書館の資料をコピーできるようになります。

２ 休館日が変わります
　三原分館（旧中央公民館図書室）、湊地区公民館図書室は、毎週水曜が
　休館日となります。
　※市立図書館、広田地区公民館図書室は、毎週月曜が休館日です
　（その他の臨時休館や、開館時間は左ページでご確認ください）

３ 貸出冊数が 10 冊に増えます
　本の貸出冊数が７冊まで→10冊までに増えました。
　CDおよびDVDは３点まで、合計13点まで借りることができます。　
　初めての利用は登録が必要です。お気軽にお問合せください。
※読んだ本の記録ができる読書手帳シールを無料で配布中！

お近くの図書館・図書室へぜひお越しください



子子育育てて広広場場
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月月

※３月号の正解は『ウミ』 。60通の応募がありました

■応募方法（❶～❺すべて回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報や南あ
わじ市に対するご意見・ご感想をお書きの上、ご応募ください。
■応募締切  ４月 15 日（月）※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードからクイズに応募できます

広報クイズ

2727 2626

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

４４

ひろば名 開設日 場所
みどり 10、12、17、19、24、26 南あわじ市保健センター

せいだん 9、11、16、18、23、25、30 湊地区公民館
みはら 9、11、16、18、23、25 働く婦人の家

なんだん 10、12、17、19、24、26 福良地区公民館

●出前ひろば （ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱい！の自由遊びのひろば。
　開設時間　10:00～11:30　※どこでも参加できます

●ゆめるんセンター （平日9：00～15：30）
　いつ来ても、いつ帰ってもOK♪お気軽に遊びに来てね。
　（ゆめるんノート、名札持参）
　※はじめて利用する人は登録が必要です（登録は無料）
　※前年度に利用していた人も更新が必要です

　４月 1 日から図書館
の休館日が変更になり、
三原分館、湊地区公民
館図書室の休館日は●
曜日になります。
　●に入る漢字１文字
をお答えください。

( ヒントは広報 24 頁 )

対象 開催日 時間 行事名・場所 備考

４月生まれ 22 日（月） 10：30～ ４月おたんじょうかい
ゆめるんセンター 持参　ウェットティッシュ

登録児 23 日（火）
24 日（水）

①　9:30～11:30
②13:30～15:00

足型アート（こいのぼり）
ゆめるんセンター 持参　ウェットティッシュ、新聞紙

登録児 25 日（木）
26 日（金） 10：00～10:30 足型アート（こいのぼり）

各出前ひろば 持参　ウェットティッシュ、新聞紙

●今月の主な催し　※要申込、詳細はお問い合わせください

ひよこ
※現在妊娠中の人も含みます  R6.4.2 ～ R7.4.1生まれ

りす  R5.4.2 ～ R6.4.1生まれ

うさぎ  R4.4.2 ～ R5.4.1生まれ

ぞう  R3.4.2 ～ R4.4.1生まれ

●今年度の年齢別ひろばの区分

子育て広場の詳細子育て広場の詳細
は市ホームページでは市ホームページで
ご覧いただけますご覧いただけます

笑顔いっぱいの子どもたち

子育て支援がもっと充実します！
子育ての喜びが見えるまち

子育ても仕事もがんばる保護者の皆さんをもっと応援するため、新しいサービスを始めます。

　これまで公立保育施設で使用した紙おむつは保護者の人に持ち帰りをお願いしていましたが、保護者の負担軽減の
ため、４月からは園で処分を行います。

使用済み紙おむつの園処分

※1　定員を超える場合は抽選で決定
※2　申請書等は入所している保育所等で請求するか、市ホームページからダウンロードしてください
※3　書類提出期限日が休日の場合は、その直前の平日を提出期限とします
※4　４月はこれまでどおり３カ所（八木保育所・賀集保育所・伊加利こども園）で半日保育を実施

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

土曜日保育の拡充 休日保育 平日の一時預かり

内容
土曜日保育を半日保育から１日保
育に拡充（午前８時～正午までを
午後６時までに延長）

休日（日曜、祝日等）に仕事で子
どもを保育することができない場
合に代わって保育を行うサービス

在宅で子育てしている保護者の負
担軽減やリフレッシュのための平
日一時預かりサービス

施設 八木保育所
（八木鳥井427番地）

すくすく保育園
（八木寺内1152番地１）

子育て学習・支援センター
「ゆめるんセンター」
（榎列松田747番地３）

定員 30人（3歳未満児12人、３歳以上
児18人）※1

10人（３歳未満児３人、３歳以上
児７人）※1

６人（同時利用）

対象

次の全てを満たす就学前児童
❶南あわじ市立保育所（園）また

は認定こども園のいずれかを利
用していること。

❷保護者全員が就労のため土曜日
に保育が必要であること。

次の全てを満たす就学前児童
❶南あわじ市内の認可を受けた保

育所・認定こども園・地域型保育
事業所のいずれかを利用してい
ること。

❷保護者全員が就労のため、休日に
保育が必要であること。

❸月曜日から金曜日に「休日保育
の代わりに保育所等を利用しな
い日」があること。

南あわじ市民で生後６カ月から満
３歳に到達する年度の３月末日ま
での児童で保育所等に通っていな
い子ども

時間

午前８時～午後６時
※短時間認定の場合は
　午前８時～午後４時
※年末年始（12/29～1/3）は休園

日曜日・祝日・振替休日の
午前８時～午後６時
※短時間認定の場合は
　午前８時30分～午後４時30分
※年末年始（12/29～1/3）は休園

平日午前９時～正午、
午後１時～午後４時
※１人月10時間までの利用可能枠

の中で、時間単位で利用が可能

料金
無料
※３歳以上児は別途給食代
　200円/1回利用

無料
※３歳以上児は別途主食代
　50円/1回利用（みかり会利用児童以外）

１時間あたり300円
※食事提供はありません

利用方法
※2

▶申請　利用希望月の前月15日※3
までに利用申請書を入所の保育所
等に提出

事前登録制
▶登録　利用希望月の前月10日※3

までに登録申請書を入所の保育所
等に提出し、すくすく保育園で親
子面接を実施

▶申込　利用希望月の前月10日※3
までに利用申請書をすくすく保育
園に提出

事前登録制
▶登録　利用希望日の２日前※3ま

でに利用登録申請書をゆめるんセ
ンターに提出し、親子面接を実施

▶申込　利用日の２日前までにゆ
めるんセンター（☎42-7703）
へ電話予約

※定員に達するまでの先着順
申請受付 ４月１日（月）から ４月１日（月）から ４月１日（月）から
利用開始 ５月11日（土）から※4 ５月12日（日）から ５月１日（水）から

市ホームページ
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令和６年３月11日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

2929 2828

●人　口●人　口  44,280人44,280人（前月比-（前月比-109109人）人）
　    （男）　    （男）  21,339人21,339人（前月比-56人）（前月比-56人）
　    （女）　    （女）  22,941人22,941人（前月比-53人）（前月比-53人）
●世帯数 19,894世帯●世帯数 19,894世帯（前月比（前月比-25-25世帯）世帯）
※令和６年３月※令和６年３月１１日現在日現在

出生

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

小 嶋　 里
り な

奈

藤 岡　 柊
し ゅ り

李

稲崎ねいろ

岡　心
み お り

桜莉

丸 永　 茉
ま し ろ

白

足 立　 葉
ようすけ

祐

藤 本　 七
な な せ

瀬

服 部　 栞
か ん な

愛

井 上　 采
さ い か

香

桑 木　　 慧
けい

佐 藤　 叶
か い と

翔

長 谷　 律
り つ き

希

女

男

女

女

女

男

男

女

女

男

男

男

康 裕

凌

慎 也

雅 和

剛 之

達 矢

一 貴

稔 弘

政 治

光 弥

慎 吾

一 浩

広 田

八 木

志 知

松 帆

広 田

神 代

福 良

市

松 帆

広 島 県

広 田

阿 万

２ 月 ８ 日

２ 月 ８ 日

２ 月 14 日

２ 月 16 日

２ 月 16 日

２ 月 21 日

２ 月 21 日

２ 月 24 日

２ 月 25 日

２ 月 26 日

２ 月 28 日

２ 月 29 日

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
浦瀬　元人（福　良）

池田	 勉（賀　集）

幸福　凌成（神　代）

柿谷　竜也（潮美台）

林　祐之奨（榎　列）

片山　奈南（八　木）

石橋　通子（神戸市）

森　　真弓（榎　列）

澤松　　知（潮美台）

古川　歩実（　市　）

２ 月 14 日

２ 月 19 日

２ 月 19 日

２ 月 29 日

３ 月 ９ 日

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日氏名 年齢 地区 死亡日

堤　サカヱ

馬部　　弘

宮崎　照子

宮崎　　走

細川　俊輔

芝　　勇夫

中山揮三郎

林　しげみ

米田　和幸

有賀　憲治

88

67

92

23

91

72

89

94

75

87

２月 17 日

２月 19 日

２月 19 日

２月 21 日

２月 22 日

２月 24 日

２月 24 日

２月 25 日

２月 25 日

３ 月 １ 日

谷口　啓一

小畑とみ子

岡田　哲司

小松　賴次

山口登　子

土肥　新平

山口うめの

永樂　泰昭

92

100

69

79

89

98

101

86

３ 月 １ 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３月 10 日

上川　幸男

田村よしみ

堀井てるみ

上島　清美

橋本渉一郎

中嶋　明美

竹内　民子

長尾　邦葊

野上　敏和

堀部　悌二

92

103

92

93

75

84

86

73

91

83

２月 12 日

２月 12 日

２月 12 日

２月 13 日

２月 13 日

２月 14 日

２月 16 日

２月 16 日

２月 16 日

２月 16 日

志 知

北阿万

松 帆

北阿万

福 良

湊

北阿万

広 田

神 代

八 木

倭 文

松 帆

志 知

福 良

八 木

福 良

北阿万

北阿万

賀 集

八 木

福 良

賀 集

松 帆

松 帆

福 良

市

市

志 知

　　　

　松帆銅鐸と同じ鋳
いが た
型でつくられた同

どうはん
笵銅鐸

は島外にも存在します。
　松帆５号銅鐸と島根県荒

こうじんだに
神谷６号銅鐸は同

笵で、５号銅鐸の方が鋳型の傷が少ない状態
でつくられており、先に生まれたお兄さんとわ
かりました。松帆３号銅鐸と島根県加

か も い わ く ら
茂岩倉

27号銅鐸も同笵ですが、どちらも鋳型の傷が
少ない状態で、兄弟関係は不明です。

『
出
雲
の
兄
弟
銅
鐸
』
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松帆３号銅鐸

※滝川記念美術館玉青館で、松帆銅鐸
　全７点が展示公開されています

松帆５号銅鐸

　ご家庭で眠っている食品をぜひお持ちください。

日時　４月25日（木）、26日（金）、30日（火）
　　　午前９時～午後４時

場所　市地区公民館・広田地区公民館
　　　湊地区公民館・福良地区公民館

持ち込み方法　
公民館に設置している「食品回収BOX」に食品を
入れ、受付簿に持ち込み食品を記入してください。

受け取りできる食品
お米・調味料・缶詰・レトルト食品・インスタント
食品・その他、常温保存できるもの

※詳しくは市ホームページを
　ご覧ください

　　 フードドライブ・デイ
  毎月、月の最後の平日３日間受付

問市民協働課 ☎43-5244

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
17
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

（
２
月
18
日
・
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

賀
集
小
学
校
）

①
亀
岡
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

②
神
代
Ｊ
Ｖ
Ｃ

③
賀
集
Ｊ
Ｖ
Ｃ

③
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
レ
ガ
ー
レ
Ｖ
Ｃ

第
16
回
南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

（
２
月
25
日
・
中
央
公
民
館
）

Ａ
級
＝
①
正
井
良
徳（
神
代
）

②
武
市
健
治（
八
木
）

③
武
市
重
之（
市
）

Ｂ
級
＝
①
白
川
利
積（
神
代
）

②
溝
渕
勝
己（
倭
文
）

③
細
川
浩
嗣（
志
知
）

Ｃ
級
＝
①
中
山
ア
イ（
湊
）

②
仲
田
数
文（
市
）

③
興
津
信
作（
津
井
）

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上

を
対
象
。
大
会
主
催
者
お
よ
び

関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供
に
基

づ
き
作
成

作り方　
①玉ねぎはみじん切りにし、冷水に浸して水気を切っておく。
②パセリ・ゆで卵もみじん切りにする。
③マヨネーズに、①②・レモン汁を入れて混ぜ、タルタルソースを作る。
④鮭を焼いてお皿に盛り、タルタルソースをかける。
※学校給食では、野菜にも火を通しています

材料（４人分）　
　鮭切り身　　 　　４切れ

〈タルタルソース〉
　マヨネーズ 　　大さじ４　
　玉ねぎ　　　  　　20g　
　パセリ　　　　 　　２g　
   ゆで卵　　　　　1/2個　
　レモン汁　　　小さじ１

焼き魚のタルタルソースかけ焼き魚のタルタルソースかけ
家
庭
で
楽
し
む 

学
校
給
食

学
校
給
食 

11  

【
防
災
教
育
と
学
校
給
食
】

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、平
成
29
年
度
よ
り
宮
城
県
南
三

陸
町
か
ら
仕
入
れ
た
銀
サ
ケ
を
学
校
給
食
で
提
供
し
て

い
ま
す
。園
児
、児
童
生
徒
た
ち
に
給
食
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、南
三
陸
町
の
復
興
支
援
の
一
助
の
取
り

組
み
と
し
て
、今
年
度
も
３
月
11
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
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　小中学生に大きな夢を持って豊かな生活を送って
もらおうと、著名なスポーツ選手や文化人らを講師
に招く「夢プロジェクト」。
　２月 22 日、広田中学校に元日本代表陸上競技
選手の小林祐梨子さんを招きました。講演では栄光
と挫折を繰り返した自身の経験を交え、夢や目標を
もつことの大切さを生徒たちに伝えました。

著名人が南あわじっ子にエールを

広田中学校で「夢プロジェクト」

　昨夏、本市で実施したユース防災プロジェクト。
その中で、防災教育に対する提言を市長などに行っ
た淡路三原高校の生徒が、3 月８日、市小学校の
5 年生児童 44 人を対象に防災ワークショップを開
催しました。「防災すごろく」を通して、楽しく防
災の知識を身につけるとともに、世代を超えて防災
について考えるきっかけになりました。

高校生による防災ワークショップ
世代を超えて、みんなで考えよう

　芝直弘さん（福良・南淡少年柔道教室所属）が、
2024 日本ベテランズ国際柔道大会第 18 回マ
スターズ柔道大会（１月 21 日・東京都）の男子
M7-73 ㌔級に出場し、見事優勝しました。
　２月 13 日に市役所で行われた報告会では「子ど
もたちには、続けることでいつか成果が出るという
ことを伝えたい」と話していました。

芝直弘さんが柔道国際大会優勝
地道な努力が実を結びました

　淡路島内３市が共同開催し、生涯スポーツを楽
しむ参加者同士の交流を最大の目的とする、あわ
じ島スポーツフェスティバル。南あわじ市では２月
17 ～ 18 日にソフトバレーボール（フリーの部）
とペタンクの交流大会が実施されました。両種目と
も島内外から多くの参加者があり、優勝を目指しな
がらも、スポーツを通じた交流を楽しみました。

あわじ島スポーツフェスティバル
スポーツでつながる交流の輪

　2 月 23 日、「淡路島びらき うずしおまつり・桜
鯛まつり」が福良の観潮船「咸臨丸」で開催されま
した。式典では観光振興や豊漁を祈願する神事が
執り行われた後、鳴門海峡へ出航した咸臨丸で酒樽
流しや鯛の放流がありました。また同日、淡路島観
光アンバサダーの第１期メンバー退任式と第２期メ
ンバー披露式も併せて行われました。

春の観光シーズン到来

「淡路島びらき」が開催

　福良湾で養殖されている「淡路島サクラマス」を
使ったオリジナル料理の提供が、３月 10 日から始ま
りました。８年目となる今回は島内 33 店舗が参加し、
50 メニューを販売。提供期間は５月末までで、各店
舗のオリジナルメニューを楽しめます。
　詳しくは、二次元コードから特設サイト
をご覧ください。

淡路島サクラマスグルメ
淡路島の春の風物詩

　市では、観光客の満足度を高めようと観光ガイド養
成を行っており、養成講座第２期生として試験に合格
した９人が認定を受けました。ガイドは今後、観光案
内技術をさらに磨き、ガイドツアー造成を目指します。
　３月８日、市役所で認定式が行われ、認定を受けた
坂東正子さんは「観光ガイドの案内ではコミュニケー
ションを大切にしていきたい」と話していました。

観光ガイドに９人認定
心のこもったおもてなしを

　地元の食材をもっと子どもたちに提供したいとい
う思いで始まった学校給食地場食材利用拡大事業。
９月のハモに始まり、淡路ビーフ・タイ・タコ・サ
クラマスなど、さまざまな地元の旬な食材を生きた
教材として活用してきました。地域の産業や食文化
への理解を図るため、令和 6 年度も継続した取組
を予定しています。

地場食材を活用した学校給食
地場産物への関心を高めるきっかけに

1月に湊小学校で食育授業1月に湊小学校で食育授業
を行う教育委員会の担当者を行う教育委員会の担当者

淡路島観光アンバサダー第１期メン淡路島観光アンバサダー第１期メン
バー（前列）と第２期メンバー（後列）バー（前列）と第２期メンバー（後列） 柔道国際大会で優勝した芝直弘さん（右）柔道国際大会で優勝した芝直弘さん（右）

淡路島サクラマスグルメお披露目会淡路島サクラマスグルメお披露目会
（２月29日）（２月29日） 南あわじ市観光ガイド認定式南あわじ市観光ガイド認定式 講演を行う小林祐梨子さん講演を行う小林祐梨子さん

防災すごろくで防災について学ぶ児童ら防災すごろくで防災について学ぶ児童ら

ソフトバレーで交流を深める参加者ソフトバレーで交流を深める参加者
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　南あわじ市縁結び事業は、４月１日より、会員制
度による運営から公式LINE「南あわじ縁結び」で
の運営に切り替わります。これに伴い、ハッピーマ
ジックの会は解散します。
　公式LINE「南あわじ縁結び」では、便利なリッチ
メニューから、最新情報の配信など、縁結びに関す
るさまざまな情報を配信します。ご本人だけではな
く、親御さん、お友達のご登録も大歓迎。地域みん
なで南あわじ市の婚活を盛り上げましょう！
問南あわじ市縁結び事業推進協議会事務局
　☎43-5205

「南あわじ縁結び」「南あわじ縁結び」
公式LINEスタート公式LINEスタート 公式 LINE

徳島空港アクセスバスの運行 EVバスに乗ってみよう！
　徳島阿波おどり空港と淡路島（南あわじ市）を
結ぶ高速バスを運行しています。
　東京（羽田）⇔淡路島（南あわじ市）が飛行機
とバスで約２時間とアクセス抜群。観光にも出張
にも便利です。

▶ 運行ルート・便数
　【上り】徳島空港 ⇒ 淡路島南 IC
　　　　 ⇒ 陸の港西淡 ⇒ 福良　９便
　【下り】福良 ⇒ 陸の港西淡 ⇒ 淡路島南 IC
　　　　 ⇒ 徳島空港　８便
▶ 運賃（福良 ⇔ 徳島空港）
　 大人片道 1,200 円

※上下線とも、朝・夜に完全予約便があります
※バスの予約、時刻表など詳細は、ウェブサイト

でご確認ください

問淡路交通㈱☎ 22-3121
　みなと観光バス㈱☎ 36-3081
　陸の港西淡☎ 36-4422

　低炭素社会推進のため、温室効果ガスの排出量
が少ない EV バス（電気バス）を「らん・らんバス」
中央循環線（らんちゃん号）に導入しました。ぜ
ひご利用ください。
問市民協働課☎ 43-5244

バスに
乗ろう

市公式 X
（旧 Twitter）

市公式 Facebook
「南あわじ旬だより」

南あわじ市公式 SNS は
最新情報が盛りだくさん！
　南あわじ市では、各種 SNSでいろいろ
な最新情報をお届けしています。ぜひ市公
式SNSをフォローしてください。
問南あわじプロモーション室☎43-5201 ▼

▼
▼

市公式 Instagram
「南あわじ旬だより」
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